
平成２９年　議会報告・意見交換会

（市民からの提言等，議会からの回答の要約）

　　 ◆開催日，会場，参加者数及び担当者 ・・・・・・ １ページ

◆出席議員，所管委員会凡例 ・・・・・・ ２ページ

◆質問・意見・要望の要旨，回答の要旨 ・・・・・・ ３～４０ページ

◆提言書としていただいたご意見等 ・・・・・・ ４１～４７ページ

◆アンケート集計表，アンケートでのご意見 ・・・・・・ ４８～５４ページ



№ 月日 曜日 場所 参加者数

1 古川志田東部コミュニティセンター 25

2 古川宮沢地区公民館 17

3 北谷地部落生活センター 15

4 川渡地区公民館 14

5 沼部公民館 20

6 市役所本庁舎 24

7 古川富永地区公民館 5

8 松山下伊場野地区公民館 6

9 三本木総合支所 20

10 鹿島台総合支所 25

11 古川志田地区公民館 13

12 古川清滝地区公民館 12

13 松山老人福祉センター 24

14 岩出山公民館 17

15 大貫地区公民館 22

16 鹿島台公民館 16

17 古川南部コミュニティセンター 20

18 古川東大崎地区公民館 34

19 古川敷玉地区公民館 13

20 池月地区公民館 8

21 大崎市図書館 32

22 宮袋公会堂 17

23 西古川地区公民館 34

24 小野第三区集会所 10

25 鬼首地区公民館 33

合計 476

7月20日 木

7月21日 金

◆開催日，会場及び参加者数

7月12日 水

7月13日 木

7月19日 水
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◆出席議員（敬称略）

開催日 会場 班長 副班長

志田東部 鎌内つぎ子 相澤孝弘 相澤久義 横山悦子 青沼智雄 大友文司

宮沢 八木吉夫 佐藤勝 佐藤仁一 豊嶋正人

北谷地 佐藤仁一郎 小沢和悦 氷室勝好 佐藤弘樹 木村和彦 木内知子

川渡 中鉢和三郎 氏家善男 遊佐辰雄 後藤錦信 佐藤和好 大山巖

沼部 富田文志 只野直悦 関武徳 山田和明 山村康治
市役所
本庁舎 富田文志 関武徳 横山悦子 相澤孝弘 小沢和悦 大山巖

富永 八木吉夫 青沼智雄 木村和彦 佐藤和好 大友文司

松・下伊 鎌内つぎ子 氏家善男 佐藤仁一 氷室勝好 木内知子 佐藤勝

三・支 中鉢和三郎 佐藤仁一郎 相澤久義 遊佐辰雄 後藤錦信

鹿・支 只野直悦 佐藤弘樹 山田和明 山村康治 豊嶋正人

志田 八木吉夫 相澤孝弘 関武徳 青沼智雄 小沢和悦 佐藤清隆

清滝 鎌内つぎ子 佐藤勝 後藤錦信 豊嶋正人 大友文司

松・老 佐藤仁一郎 木内知子 氷室勝好 佐藤弘樹 相澤久義 横山悦子

岩・公 氏家善男 中鉢和三郎 佐藤仁一 遊佐辰雄 佐藤和好 大山巖

大貫 只野直悦 富田文志 木村和彦 山田和明 山村康治

鹿・公 佐藤仁一郎 山田和明 佐藤弘樹 相澤久義 横山悦子

古川南部 八木吉夫 鎌内つぎ子 相澤孝弘 豊嶋正人 青沼智雄 小沢和悦

東大崎 富田文志 佐藤清隆 関武徳 後藤錦信 佐藤和好 佐藤勝

敷玉 只野直悦 木内知子 木村和彦 山村康治 大友文司

池月 氏家善男 中鉢和三郎 佐藤仁一 氷室勝好 遊佐辰雄 大山巖

図書館 古川 青沼智雄 関武徳 豊嶋正人 佐藤和好 大友文司

宮袋 八木吉夫 木内知子 相澤久義 横山悦子 山村康治

西古川 氏家善男 小沢和悦 佐藤仁一 佐藤弘樹 相澤孝弘 佐藤清隆

小野三区 只野直悦 富田文志 氷室勝好 木村和彦 山田和明 佐藤勝

鬼首 中鉢和三郎 佐藤仁一郎 遊佐辰雄 後藤錦信 大山巖

門間　忠（議長）　7/12（川渡），7/13（鹿島台支所），7/21（宮袋）

◆所管委員会凡例

　　・議運・・・議会運営委員会
　　・総務・・・総務常任委員会
　　・民生・・・民生常任委員会
　　・産業・・・産業常任委員会
　　・建設・・・建設常任委員会
　　・庁舎・・・市役所庁舎建設調査特別委員会

7月21日
（金）

班員

7月12日
（水）

7月13日
（木）

7月19日
（水）

7月20日
（木）
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◆質問・意見・要望の要旨，回答の要旨

№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

1 志田東部 防災・減災
戸別受信機が配置されたが受信が悪
い。

担当課に伝える。
総務

2 志田東部 防災・減災

万が一の場合に地区当局からの情報を
市当局へ発信できるようにしてほし
い。

担当課に伝える。

総務

3 志田東部 その他

北原工業団地のアルプス電気株式会社
社員の通勤車両約2,000台に対する取
り付け道路整備に際し、農作業に支障
のない安全な道路整備をしてほしい。
あわせて、圃場整備工事の計画変更を
早期に示してほしい。

アルプス電気株式会社は、古川塚目の
古川第2工場に新工場棟を建設し、平成
30年10月完成後に30年度中の稼働を目
指す計画を進めている。新工場棟の延
べ床面積は37,000㎡で、古川第2工場と
合わせ52,800㎡となり、同社の国内生
産工場で最大規模になる。この計画に
あたって、取り付け道路などの対応は
既に担当課に求めているが、農道を整
備する際にも支障の無いように、ま
た、現在検討中の道路整備案も急いで
計画を策定するよう求めていく。

産業・
建設

4 志田東部 その他

稲葉小泉線の見通しは15年以内にとい
うことだが、進捗状況は。

県では予算（調査費）が計上されてお
り、347 号から一迫線の区画のうち、
47号から南下での整備もアルプス通勤
車両を考慮して早期に事業化すること
も視野に要望していく。
県と協議しながら今秋から進める。

建設

5 志田東部 防災・減災

デジタル防災無線のから流れる曲「恋
は水色」はどのような経過で選ばれた
のか。突然高い音がスピーカーから流
れるが、これは人体に悪いので、低い
音から始まる音楽にすべきである。ま
た、スピーカーを大きくしても周辺に
は聞きにくいことから、小さいスピー
カーを多く取り付けるべきである。

担当課に伝える。

総務

6 志田東部 防災・減災

防災行政無線の誤報の原因と今後の対
応については、どのようになっている
のか。

今回の誤報については、試験モードか
ら自動的に通常モードに切り替わるよ
うあらかじめ設定された５分を経過し
たことに気づかず、試験を実施したも
のである。今後、同種の作業を実施す
る際は、事前に作業手順を確認し、作
業内容の周知徹底など、チェック体制
を強化し、再発防止に努めていくこと
としている。

総務

7 志田東部 その他

議会改革基本条例について、過去に千
代田区の議会改革の視察をしているよ
うだが、その内容をどう参考にしたの
か。

議会運営委員会に伝える。

議運

8 志田東部 防災・減災

防災行政無線の設置に当たり、先例を
検討したのか。吟味不足ではなかった
か。

近隣自治体を参考にしている。

総務

9 志田東部 防災・減災
防災行政無線の整備費用はどのくらい
か。

約21億円である。
総務

10 志田東部 防災・減災
市街地には防災行政無線は配置された
のか。

市街地にも配置されている。なお、市
内全域で294カ所に配置されている。 総務
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№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

11 志田東部 防災・減災

戸別受信機の設置は区長のみなのか。
公共施設、企業等にも配置すべきでは
ないか。

担当課において検討している。

総務

12 志田東部 その他

アルプス電気株式会社の移転により、
周辺道路の交通量増加が予想される
が、稲葉小泉線の整備を早めに行って
ほしい。

取り付け道路などの対応は既に担当課
に求めているが、現在検討中の道路整
備案も急いで計画を策定するよう求め
ていく。
【建設常任委員会　H29.10.18現地調査
実施 】

産業・
建設

13 志田東部 防災・減災

防災行政無線設置に当たり、住民への
説明は行ったのか。また、防災無線で
市民歌を流せないのか。

担当課に確認するとともに、意見を伝
える。 総務

14 志田東部 その他

西荒井塚目線のメガネ市場西側（米
倉）がいつも水が溜まっているので、
排水路の整備を行うべきである。

担当課に対応を求めていく。

建設

15 志田東部 その他
大型ごみ（布団、ベッド等）の集積所
の工夫が必要である。

担当課に伝える。
総務

16 志田東部 その他
大江川のカメムシ駆除対策、草刈り管
理等を行ってほしい。

担当課に伝える。
建設

17 志田東部 その他
行政区（米倉）内の世帯数が増加して
いるため、警察の巡回を要望する。

担当課に伝える。
総務

18 志田東部 その他

人口減少問題に関連して、仙台市では
３カ所のごみ焼却施設で発電をしてお
り、その効果は高い。その収入により
市民の税金等が安くなれば良い。運営
は民間に委託せず、直営として効率化
を図るべきである。議員提案で実現し
てほしい。

意見として伺う。

総務

19 志田東部 その他

米倉江の整備が進んでいない。347号
塚目交差点付近は路肩が崩れた箇所を
土留めで対応しているが、冬場の交通
を配慮してコンクリートで改良すべき
ではないか。

米倉江は農業用水路であり、流量断面
を狭くするのは厳しいと聞いている。
また、河川整備は工場の建物が官地を
一部占有していることから、返却され
ない限りは難しいものと認識してい
る。

建設

20 志田東部 防災・減災

防災行政無線で災害時に情報を流すと
いうが、各所の状況についての情報収
集はアマチュア無線従事者を活用すべ
きである。

現在はアマチュア無線愛好会古川クラ
ブに災害時の協力参加をいただいてい
る。防災訓練などにも参加している。 総務

21 志田東部 その他
大江川の堆積土砂や法面の草刈りへの
対応をしっかり行うべきではないか。

県の管理河川であり、市から要望して
いると聞いている。 建設

22 志田東部 その他
資源ごみの持ち去り行為への対応はど
うしているのか。

廃棄物の処理及び清掃に関する条例の
罰則規定により罰則対応となる。 総務

23 志田東部 その他
市指定袋に入れたごみを焼却場に持ち
込んだ場合は無料にすべきである。

担当課に伝える。
総務

24 志田東部 その他

国勢調査の際には、事前に市の広報車
で広報をしてほしい。訪問してもなか
なか面談が難しくなっている。

担当課に伝える。

総務

25 宮沢 その他

江合川堤防の草刈り、河川敷内の雑木
などの対策を関係機関に要請とイタド
リの刈り払い等の対策を要望する。

要望を踏まえて、中洲の雑木など国県
の管理機関へ要請するとともに現地調
査を行う。

建設

4 



№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

26 宮沢 その他

ゴミ処理許可、減量化などに関して、
広域行政事務組合に丸投げするのでは
なく、市としての責任ある関わりと、
主体性ある市議会での議論も必要では
ないか。

責任分担の明確化などを踏まえ、市当
局の意識が高まるよう議会でも議論し
ていく。 総務

27 宮沢 その他

高速道路の雑木の枝が側道側にはみ出
ている箇所があるため、関係機関に伐
採の要請をしてほしい。

関係機関へ要請を行う。

建設

28 宮沢 その他

街路灯や防犯灯の劣化に伴う撤去費用
の問題がある。ＬＥＤへの切り替えの
促進とあわせ、検討すべきである。

撤去費用など支援の在り方について要
綱の見直しなどを提言していく。 総務

29 宮沢 その他

熊やイノシシなどの鳥獣被害対策を進
めてほしい。

各地域からも多くの要望が上がってい
る。議会でも先進地視察などを行って
対策の充実を要望している。ソーラー
電気柵等の導入を支援する事業も実施
するとともに、大崎市有害鳥獣被害対
策協議会及び実施隊を立ち上げ対策に
取り組んでいる。また、ハクビシンな
どへの対策には、捕獲用のおりの貸出
しなども実施しているので相談してほ
しい。

産業

30 宮沢 その他

市全体での都市計画や工業団地整備計
画はあるのか。古川桜ノ目地区で工業
団地整備の要望があるが、その後どう
なっているのか。

大崎市では既に「都市再生整備計画」
や「大崎市都市計画マスタープラン」
を策定しており、この計画でも工業団
地整備を進めることにしている。古川
地域小野の新鶴巻工業団地13.8ha（工
場用地11ha）は大部分が農地であり、
その土地利用調整後に整備着手する予
定である。また、三本木地域桑折の三
本木スマートインターチェンジ（SIC）
東部工業団地6ha（工場用地3ha）は、
比較的小規模な工業団地として整備す
る予定である。

産業

31 宮沢 その他

化女沼周辺地区の観光振興の観点か
ら、自然公園化などを要望している。
ぜひ、議会としても促進してほしい。

県と市の担当課にも機会を捉えて要望
していく。また、スポーツ公園や長者
原SAスマートインターチェンジとの一
体化した地域振興など、地域の考え方
と一体となり努力する。

産業

32 宮沢 公共交通

公共交通に期待する動きは清滝地区を
初め，多くある。基本条例はいつごろ
の策定を目指しているのか。また，プ
ロセス（手順）はどうなのか。人口減
少、高齢者免許返納問題など，基本条
例などによって安心して免許証返納が
できる環境と安定した運行計画の実現
を望む。

交通空白地域や弱者の増加、日常生活
上の利便性確保の観点から、条例の必
要性について議員間で討議を重ねる。
また、交通事業者、市民、市当局など
との共有感を高めて、それぞれの役割
などを明記した市民全体として取り組
める条例を目指したい。

総務

33 北谷地 公共交通

高齢で足の悪い家族がおり、タクシー
を利用する機会も多い。格安、低料金
で利用できる公共交通を要望する。

福祉タクシーは家族全員が住民税非課
税でなければ利用できなくなってお
り、地域内交通（デマンド型）だけで
はなく、こうした方も利用できないか
と議会における所管の委員会で議論し
ているところである。

総務
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№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

34 北谷地 公共交通
予約乗合いバスはどの地域で実施して
いるのか。

古川・三本木地域以外の地域で実施し
ている。 総務

35 北谷地 公共交通

地域内交通について、例えば地区の住
民が今年検討委員会をつくり、要望を
提出すれば、来年には実施できる目途
となるのか。

検討委員会を立ち上げて議論をし、ア
ンケート調査を実施するなど、利用者
の把握、確認を行い、実証運行を経
て、本格運行となるが、実施に当たっ
ては予算の確保等も必要となるので、
担当課と協議、相談をしてほしい。

総務

36 北谷地 公共交通

グループタクシーについて、乗り合い
型ではなく、１人でも軒先から乗車で
きる方式を考えてほしい。
また、仙台市では無料乗車券を発行し
ており、本市でもお年寄りへの半額助
成などを考えてほしい。

グループタクシーの利用には、住民バ
スなどのバス停から800ｍ以上離れた地
域などとの条件がある。所管常任委員
会では、利用料金の助成や利用条件の
緩和について真剣に議論している。

総務

37 北谷地 その他

大崎市民病院利用の際、市民でありな
がら必ず紹介状を持ってきてください
と言われるが考えてもらえませんか。

市民病院本院は、急性期を担う病院と
なっており、市民の皆様には、まずか
かりつけ医に行っていただき、それで
も、対応できない等の場合は本院を受
診いただくことになる。
この理由は、本院にも受け入れ能力の
限界があり、初期の治療は、かかりつ
け医としている。市民病院本院は、地
域医療支援病院に位置づけられてお
り、医療法により、他の医療機関から
一定の割合以上の紹介患者を受け入れ
なければならないので、ご理解賜わり
たい。

民生

38 北谷地 その他

地域医療支援病院とは、患者を支援す
る病院ではないのか、病院を支援する
病院になっていると思うのだが。

病院に分担があり、一般の開業医の先
生方や民間病院が担っているかかりつ
け医と、手術や重篤な患者を診る急性
期病院があり、大崎市民病院は急性期
を担う病院になっている。このような
理由により、地域における診療体制が
弱い小児科を除く診療科は、紹介状の
ある患者を中心に診療していたが、議
会からの要望等もあり、新病院開設時
には選定療養費をご負担いただけれ
ば、受診できるようになった。

民生

39 北谷地 その他

紹介状がある人は無料で、ない人は有
料とのことだが、理解できない。

病院には、一般病院、急性期病院、そ
の上に、大学病院と各々役割分担があ
る。市民病院本院は、一般病院より重
篤患者を診療する急性期病院であり、
患者の病状が良くなると、一般病院に
戻すこととなる。このようにしない
と、市民病院は、パンクすることにな
る。なお、年間の救急車での搬入受入
者数約6,400人、自家用車での患者数
5,000人。病院側の話として、救急車で
搬入されないものの重篤な状態で来る
方も1割程度いらっしゃるとのことで
す。なお、市民病院に通院している方
が、別な原因で倒れたりした場合は、
ER救急外来で受け付ける。

民生

6 
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委員会

40 北谷地 その他

ER救急外来、そのような仕組みは知ら
なかったのだが教えてほしい。

ER救急外来に行けば診てもらえるが、
一般的には、かかりつけ医で診てもら
うのが普通のルートである。市民への
配布物の中に市民病院広報誌があるの
で見てほしい。その他に大崎広域消防
では、救急車の使い方もお知らせして
いる。普段から、かかりつけ医に相談
し、自分の健康や症状を把握したうえ
で、必要に応じて紹介してもらうこと
が、一番早い方法でもある。

民生

41 北谷地 その他

市民病院に3か月に1回行くが、パッと
しない。行くたびに別な病院に移りま
せんかといわれる、患者が邪魔なので
はないか。患者側とすれば、設備の
整った病院にいるほうが安心する。市
民病院は、市民を守る病院ではなく、
病院を守る病院のように思える。

それだけ回復したので、ほかの病院に
移ってもいいですよ、とのことだと思
う。市民病院は、急性期病院の性格も
あり、病床単位には平均在院日数が何
日との基準もある。問題は、なかなか
自分で他の病院が探せない人が、紹介
してほしい際に応えられることであ
る。地域医療支援病院は、開業医を応
援する意味だけでなく、必要な患者に
必要な治療を行い市民を守るための病
院である。ご理解賜りたい。

民生

42 北谷地 その他

よく会合で、地域包括ケアの話を聞
く、市民病院もその方向にと聞くが、
よく理解できないので、教えてほし
い。

例えば、外科で入院すると在院日数何
日（基本2週間）とあり、危険な急性期
状態を過ぎ、安定期に入った患者様に
は一般病院へ移っていただくこととな
る。病状は安定したが、自宅に戻って
も、なかなか看れない状態が現実に起
きている。これを、地域で看ようとい
うのが、地域包括ケアの大きな考え方
である。大崎と栗原で一つの医療圏に
なっており、国から示された指針で療
養型病床を、現状より800床ほど減らす
計画の作成が示されている。市民病院
でも、鹿島台・岩出山・鳴子分院でも
療養型病床を減らし、若干の包括医療
病床を置く計画となっている。病院で
の医療行為と地域での包括ケアの関わ
りをどうしていくのかが、大きな課題
であり議会でも議論している。

民生

43 北谷地 その他

旧高倉小学校跡地のグラウンド周辺の
桜の木をなぜ伐採したのか。当該地の
桜の木は、高倉地区民が丹精込めて植
栽しており、高倉地区の一時避難所に
指定されていたり、老人会などで花見
もしていた場所である。高倉小学校の
児童会の名称も『桜児童会』であり、
由緒あるものである。現在古川学園野
球部が使用しているが、市ではなぜ伐
採の許可をしたのか、その経緯を知り
たい。

旧古川市時代の中学校統合により廃校
となった地である。跡地周辺の管理
は、三本木総合支所から住所所在地の
上沖地区に委託され、現在も草刈り作
業などの協力をいただいており、古川
学園野球部親の会の方々も環境整備に
協力いただいている。桜の木について
は、老木化し、危険な木も見られるこ
とから、上沖地区民からの伐採の申請
等を受け、調査の結果、総合支所対応
経費で伐採したものであるのでご理解
願いたい。なお、調査する。

総務
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44 北谷地 その他

世界農業遺産に認定されることによる
メリットは何か。

これまで大崎地域の1市4町で11回の情
報交換等勉強会を重ね、平成29年3月に
『「大崎耕土」の巧みな水管理による
水田農業システム』として日本農業遺
産に認定された。また、現在は世界農
業遺産の認定に向けて国連食糧農業機
関(FAO)に申請している。具体的には、
居久根に見られる豊かな農村景観や生
物多様性を育む農業、天然記念物の保
護活動など、農文化や水管理などの農
業システムを今後も継承していく取り
組みが今回の農業遺産認定に向けた内
容となっている。世界農業遺産の認定
が受けられれば、国内や海外に向けて
の農産物の販売そして大崎ブランド化
にさらに大きな付加価値を増すと考え
ている。

産業

45 北谷地 その他

世界農業遺産に認定されると、将来的
な圃場整備や居久根伐採による形状変
更が出来なくなるのではないか。

現状のシステムによる申請、登録のた
め、その後の形状変更などに対して
は、従前どおり土地改良区や地域住民
の合意形成により実施することが出
来、規制されるものではない。今後
は、農業者の高齢化による農地集約化
や圃場整備が推進される傾向にある
が、伝統農法や現在の水田農業システ
ムをできる限り継承、尊重していくこ
とを自覚する機会でもあると捉えてい
る。

産業

46 北谷地 その他

最近のマスコミ報道による入札問題は
どうなっているのか。

７月４日に所管である総務常任委員会
を開催し、執行部から経過報告を受
け、議論を行った。執行部は、指名業
者12社に聞き取りを行っており、その
報告も受けている。今後も調査活動を
引き続き実施していく。

総務

47 北谷地 その他

小学校統合に関し、高倉小学校はどう
なっていくのか、現状はどうなのか聞
きたい。廃校による敷地の問題や活用
策、交通機関の変更も心配される。

教育委員会では、学校教育環境整備指
針において統廃合の計画を示している
が、最終的には地域の合意に沿って判
断するとしている。岩出山地域の小学
校は来年度統合となるが、廃校となっ
た校舎をいかに地域の活性化に生かす
かについて検討をしている。

総務

48 北谷地 防災・減災

防災行政無線について、大雨などによ
り必要な時に聞こえない状況となって
いる。高齢になると携帯電話、スマー
トフォンではなく、音声での情報が特
に重要となるが、何か対策は考えてい
るのか。

災害緊急時の一番の情報は、気象庁の
情報である。今は地区単位・ピンポイ
ントで情報提供されており、NHKテレビ
の画面にテロップでも表示される。地
震が起きて電気が来ない場合は、地域
内の助け合いにより避難していただき
たい。鹿島台地域では、戸別受信機が
配備されているが、基本は自分の身は
自分で守ることであり、地域でも支え
合いながら対応をしてほしい。不備な
点については少しでも改善されるよ
う、議会でも訴えていきたい。

総務
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49 北谷地 その他

地区内に慢性的な床上浸水危険家屋地
があり、対策として提案があるが、現
地で説明したい。

今後、建設常任委員会において調査を
する。 建設

50 川渡 防災・減災

今般の九州での豪雨災害における教訓
として、避難場所を公的施設のみでは
なく、過去の災害の経験を基に、安全
な場所にある一般の民家などとするよ
うな対応が必要ではないか。

各地区における災害毎の安全が確保で
きる場所について、地区との協議を通
し、適切な場所が指定されるよう、指
摘された内容を担当課に具申する。

総務

51 川渡 防災・減災

鳴子温泉地域の小身川原地区は、土砂
災害の際、複数の沢により地区が分断
されることが想定され、避難場所への
避難が困難となる恐れがある。さら
に、地区集会所は土砂災害警戒区域内
にあり、土砂災害の際は使用できない
上に、高齢化が進み、自力避難が困難
な住民も多く、発災の際は混乱が予想
される。安全な避難場所の確保と高齢
者の避難に対する支援が必要である。

安全な避難場所の確保は喫緊の課題で
あり、地元との協議を早急に行うよう
に担当課に要請する。なお、高齢者の
避難に対する支援は、自助、共助、公
助で考えた場合、ご近所や地区の自主
防災組織による共助で対応していただ
くことが第一義的には有効と思われ
る。地区住民で防災をテーマとした話
し合いを進めていただきたい。

総務

52 川渡 公共交通

過疎地では、公共交通の収益性が悪い
ばかりでなく、担い手の高齢化により
事業を継続できない事態が起きてい
る。そのような状況を受け、京丹後市
では、道路運送法第78 条第２号に基
づく「公共交通空白地有償運送」をＵ
ｂeｒ（ウーバー） というＩＣＴの仕
組みを活用し、実施している。大崎市
においても同様の取り組みができない
か。

ご意見として承り、今後議論していき
たい。

総務

53 川渡 公共交通

基幹路線の鳴子線は現在５往復となっ
ているが、十分とは言えないため、増
便を希望する。また、高齢者の運賃負
担へ助成が必要ではないか。

公共交通の充実については、ご要望を
踏まえ、今後議論していきたい。ま
た、高齢者への助成は、高齢者福祉政
策としての「高齢者タクシー利用助
成」があるので、既存制度の周知を図
るとともに、新たな助成の必要性につ
いて今後議論を深めていく。

総務

54 川渡 公共交通

足の確保だけでなく、さまざまな面で
少子高齢化が問題となっている中で、
鳴子温泉地域の川渡地区では高齢化が
進み、地域内交通等の必要性が高まっ
ている。市としてどのように考えてい
るのか。

川渡地区における地域内交通は、以
前、地域づくり委員会においてはまだ
必要ないとの判断がなされたと記憶し
ているが、昨今の少子高齢化、人口減
少の進展を受け、再度地域への働きか
けが必要と考えるので、担当課にご意
見を伝える。

総務

55 川渡 その他

上原簡易水道の廃止及び上水道への編
入に際し、防火水槽及び消火栓の整備
を進めることになっていたが、進捗状
況はどうか。

担当課に確認する。

建設
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委員会

56 川渡 その他

ツキノワグマなどの有害鳥獣被害が甚
大だ。有害鳥獣対策を強化してほし
い。有害鳥獣対策として、捕獲後の処
理加工施設整備が必要と考えるがどう
か。

ツキノワグマ、イノシシともに増加の
傾向にある。ソーラー電気柵等の導入
を支援する事業も実施するとともに、
大崎市有害鳥獣被害対策協議会及び実
施隊を立ち上げ対策に取り組んでい
る。また、ハクビシンなどへの対策に
は、捕獲用のおりの貸出しなども実施
しているので相談してほしい。処理加
工施設整備については、ご意見として
伺う。

産業

57 川渡 その他

大崎市は森林資源に恵まれていること
から、地元産材の利活用促進やバイオ
マスエネルギーとしての活用など、森
林及び木材をもっと活用し地域の活性
化を図るべきではないか。

大崎市では平成27年9月に「大崎市森林
ビジョン」を策定し、森林整備や活用
に向けての施策や取り組みを進めてい
る。また、市内には民有林に加えて広
大な市有林もあるので、森林の活用は
積極的に取り組むべき課題だと認識し
ている。なお、バイオマス・エネル
ギーとしての活用は、鳴子温泉地域の
間伐材を大崎森林組合でチップに加工
し、田尻地域の加護坊温泉さくらの湯
でボイラーの燃料として利用してお
り、今後さらなる利活用の拡大を図る
べきと考えている。

産業

58 川渡 防災・減災

行政区長に市より防災行政無線の戸別
受信機が配付されたが、担当している
地区は、複数の沢が地区の唯一のメイ
ン道路を横断しており、豪雨災害の際
は沢が氾濫し、交通が寸断されること
が想定される。したがって、防災行政
無線の戸別受信機のような片方向通信
では被災状況の報告や救助要請等を伝
えることはできず、不安である。双方
向通信可能な無線機の配備はできない
のか。

防災行政無線の移動系（双方向通信可
能）の整備も同時並行で進んでいる。
区長や自主防災組織のリーダーにも配
備するとの話も聞いており、進捗を確
認の上、対応を求めていく。

総務

59 川渡 その他

江合川の車湯地区（東北電力の取水
堰）から、上鳴子地区（大谷川との合
流点）までの区間の河川管理が問題で
ある。
太い雑木が河川内に繁茂し、洪水の際
には下流に流され、河川を塞き止める
等して多大な被害を及ぼすものと推察
される。また、ツキノワグマ等の野生
鳥獣の生息場所ともなっており、早急
な整備改修が必要である。国・県に働
きかけを行ってほしい。

この地区のみならず、河川内の雑木等
の繁茂が放置されている。市当局に具
申し、関係機関への働きかけを促して
いく。

建設

10 



№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

60 川渡 その他

鳴子温泉地域内の小学校の統廃合の検
討が進んでいると聞いているが、廃校
となった場合の施設の利活用について
はどのように考えているのか。

鳴子温泉地域内の小学校の統廃合につ
いては、計画としては示されている
が、まだ具体的な動きにはなっていな
い。
先に統廃合を進めている岩出山地域で
は、平成30 年４月に新生岩出山小学校
が開校予定となっている。廃校となる
４校の跡地活用策は、地区の方々との
協議を優先し、現在検討を行っている
ところである。

総務

61 沼部 公共交通

地域公共交通の運行について、田尻地
域から大崎市民病院までの運行はでき
ないのか。

所管の常任委員会でも議論をしている
ところであり、交通弱者対策に引き続
き取り組んでいきたい。ご意見につい
ては担当課に伝える。

総務

62 沼部 その他

運転免許証の自主返納制度により、免
許センター、警察署に出向き返納手続
きをしているが、交番でも手続きがで
きるようにしてもらいたい。

意見として伺う。

総務

63 沼部 その他

大崎市長と横綱白鵬による振り込み詐
欺等の撲滅ポスターを作成されている
が、横綱の相撲の取り組みでのあるま
じき態度等は人間性を疑いたくなる。
横綱を起用してのポスター作成に疑問
が残る。

担当課に伝える。

総務

64 沼部 その他

北小牛田・谷地中地区の市道に信号機
の設置を要望しているものの、なかな
か設置されないが、どうなっているの
か。また、ガードレールがあることか
ら左右確認ができないため、ガードパ
イプ方式に改善できないのか伺う。

この地は最優先課題の場所であるの
で、働きかけをしていきたい。

総務

65 沼部 その他

沼部公民館のグラウンドは水はけが良
く、風の強い日には砂ぼこりが舞い上
がり、砂利がむき出しとなっている場
所もあるため、市の予算岩出山おいて
維持管理をしてほしい。
また、利用者も多いため、総合運動場
として整備ができないのか伺う。

多目的グラウンドへの混合土補充予算
は、現在の指定管理料に含まれてい
る。指定管理２年目（平成25年度）ま
では指定管理者（田尻地区公民館）の
予算において随時混合土を補充して対
応していたが、その後は一部川砂のみ
の補充を行っている。
所管委員会における現地調査を行う。

総務

11 



№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

66 沼部 その他

木造千手観音坐像の保存をするため
に、有識者会議を開催し、検討されて
いるが、その動きについて伺う。

有識者会議は７月11日、８月１日、８
月１７日の計３回開催される。９月４
日の市役所本庁舎等建設推進本部会議
で、委員の意見を参酌しながら、木造
千手観音坐像の保存と活用について組
織決定をしていく。
（経過補足）
木造千手観音坐像の保存・活用につい
ては、有識者会議（木造千手観音坐像
の保存・活用に関する検討会議）での
意見を参考に、９月４日の市役所本庁
舎等建設推進本部会議で、新たに建設
する田尻総合支所の庁舎内に保存。活
用施設を設置し、教育・観光・地域お
こし等の重要なアイテムとして情報発
信し、活用していくことに決定した。

総務

67 沼部 その他

市道、県道脇の除草作業は農地・水・
環境保全向上対策でも取り組んでいる
が、本来どこで取り組むのか。

市道、県道の除草作業は大崎市全体に
関わる問題なので、建設常任委員会
として協議し、大崎市、北部土木事務
所に申し入れをしていく。

建設

68 沼部 防災・減災

大崎市で防災マップが作成され、田尻
地域北小牛田地区の住民の避難場所は
沼部公民館となっているが、遠いこと
から、近傍地の涌谷町への避難はでき
ないのか。また、その協議はされてい
るのか。

その連携はできている。次回の防災
マップの作製に当たっては、地域住民
の声を生かしていけるよう、働き掛け
をしていきたい。 総務

69 沼部 その他

介護問題で悩んで居る方が多いので、
田尻地域に入所できる施設はどれくら
いあるのか。

認知症対応型共同生活介護事業所（グ
ループホーム）が１８人で、その他で
は地域密着型老人福祉施設（特別養護
老人ホーム）として２９人が入所でき
る施設が完成する。

民生

70 市役所 公共交通

市民病院への通院にタクシーを利用し
ている。市民バスを利用したいが、バ
スの車内が狭くて、シルバーカーなど
を持っての乗り降り、移動が難しいた
め、幅広いバスによる運行をしてほし
い。また、運転手にお願いして中側の
ドアより降りたときは停止した場所が
悪く、歩行が困難であったため、工夫
してほしい。

バスを容易に利用できるよう、関係者
に伝える。

総務

71 市役所 その他

旧市民病院の近くに住んでおり、解体
時の振動で体調を崩している。クレー
ン転倒の際にも対応が十分だったのか
疑問である。

近隣住民の方々には、事故当日、戸別
に訪問し、口頭でおわびをしている。
また、行政区長さんと相談の上、近隣
の住民の皆様へ事故のおわびと転倒し
たクレーンの搬出に係る準備作業につ
いてお知らせを行っている。

建設

72 市役所 その他

十日町かどの更地にコンビニの建設が
予定されていると聞いているが、歩道
を確保してほしい。

建設常任委員会で協議して、早急に対
応するよう当局に申し入れる。いずれ
かの方法でお知らせする。

建設

73 市役所 その他

震災により倒壊が予測される空き家は
なぜ解体できないのか、何かあったら
だれが責任を持つのか。他の自治体の
例では震災の後にすぐやっている。

地主や相続人に連絡ができないのが現
状である。なお一層検討する。

建設

12 



№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

74 市役所 その他

放射性廃棄物の処理について、大崎市
の対応は焼却炉で燃やすと言うが、危
険が増すのではないか。安全な方法で
と言うが、国や東電が苦労しておら
ず、不安である。

住民の理解が前提であり、今後も調査
を行っていく。

総務

75 市役所 その他

災害後の住宅の空き家について、市は
どう対応したのか。結果として解体す
べきなら早急に行うべきである。

意見として伺うとともに、担当課に伝
える。 総務

76 市役所 防災・減災

防災行政無線システムについて緊急情
報を知らせる対応ができていないので
はないか。避難所等への設置も必要で
ある。工夫をして、多額の費用を投じ
た効果を示してほしい。

担当課に伝える。

総務

77 市役所 防災・減災

防災行政無線の音が聞こえずに苦慮し
ているので、工夫してほしい。

担当課に伝える。なお、聞こえにくい
場合、緊急災害情報についてはフリー
ダイヤルにより確認することができる
ので、そちらも活用願いたい。

総務

78 市役所 その他
第一小学校の校門の橋を早急に改修し
てほしい。

建設常任委員会で現場調査も含めて対
応する。 建設

79 市役所 その他

緒絶川の鯉が、水質の影響なのか、病
気（白内障）になっている。清流化の
取り組みを真剣にやってほしい。

現状は掌握しているが、有効な手立て
がない状況である。いただいた意見は
担当課に伝える。

総務

80 市役所 その他

環境問題について、地区内に休耕田２
反歩あり、荒れ放題になっている。地
権者に草刈り等の維持管理をするよう
に市から連絡はしていただいている
が、それでも何もしない。

対応について検討する。

産業

81 市役所 防災・減災

防災行政無線の設置箇所を市のホーム
ページで検索しても見つけられない。
また、広報の音声が聞こえない。鹿島
台地域では戸別に配置されているが、
なぜ古川地域でもできないのか。

設置箇所はホームページに掲載されて
いるので、不明な点は担当課に問合せ
てほしい。鹿島台地域の戸別受信機は
旧町時代からの設置である。ご意見は
担当課に伝える。

総務

82 市役所 その他

弘法寺前の河川は依然として改良がさ
れていない。冠水地域であるため、早
急に対応してほしい。

河川改良等については、合併後も順位
付を行い、対応している状況である。
【建設常任委員会　H29.10.18現地調査
実施 】

建設

83 市役所 その他

古川地域の中島町には消火栓と貯水槽
がない。雨水の利用、調整池などの考
えから、個別に雨水タンクの補助など
も検討してほしい。

担当課に伝える。

総務

84 市役所 その他

古川第三小学校ＰＴＡ会員として、子
供たちが安心して学校に行けるよう
に、まずはしっかりと現状を確認して
いただきたいと思います。
①学校の周りにある川と校庭の間に柵
を設置の検討。

担当課へ確認する。

建設

85 富永 公共交通

グループタクシーについて、例えば１
人でも利用可能にしたり、付添者も同
乗可能にするなど、利用方法を再考し
てほしい。

グループタクシーの利用方法について
は今後さらに検討していく。

総務

13 



№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

86 富永 その他

市民病院で10時間に及ぶ手術を受けた
が、途中何も話がなかった。家族の不
安を取り除くため、途中での簡単な説
明があっても良いのではないか。

病院側と協議する。

民生

87 富永 防災・減災

防災行政無線のアナウンスが聞き取り
にくい。

防災無線の聞き取りに対する苦情が多
いので、調査する予定となっている。
緊急災害情報についてはフリーダイヤ
ルでも内容の確認ができるので活用し
ていただきたい。

総務

88 富永 防災・減災

防災行政無線について、地域内でも使
用できるとしているが、使用方法が分
からないので、講習、研修が必要では
ないか。

担当課に伝える。

総務

89 富永 防災・減災

災害発生時の地区内被害を報告したい
が、その方法はまだ確立できていな
い。地域内防災組織との連携はどのよ
うにすればよいのか。

大災害発生時には通信手段が途絶えて
しまう。災害対策本部で実態調査から
始まり、災害対策を順次行うが、発災
当初には、自助、共助の役割で対応し
てほしい。そのためにも地域内自主防
災組、協議会のような組織を作り、日
ごろからコミュニケーションを図って
いただきたい。

総務

90 富永 その他

高齢者等の保護方法が確立されていな
い。

高齢者等の避難支援関係者への情報提
供については、担当課等から情報提供
の同意書提出の方策があるので活用し
ていただきたい。

民生

91 松・下 公共交通

自動車の運転免許証を返納すれば買い
物等が不便になるので、公共交通の整
備や、スーパー等の進出も期待する。

要望として伺う。関係諸団体等と検討
する。 総務

92 松・下 防災・減災
松山地域26施設の設置状況（戸別・屋
外の区別）は。

26施設について、全て屋外設置であ
る。 総務

93 松・下 防災・減災

区長、消防幹部等には特に戸別受信機
が必要ではないか。

鹿島台地域は、全戸に戸別受信機が設
置されている。他の地域においては区
長、消防団、自主防災幹部に配置する
よう提言する。

総務

94 松・下 その他

下伊場野地区の上流部（鳴瀬川）は新
江合川と合流しているが、大雨等で堤
防が緩むので心配である。

現地を調査して担当課等と検討し、対
応する。 建設

95 松・下 その他
下伊場野地区公民館の下部、天井部が
破損しているので修繕してほしいい。

現地を調査して、市担当課で対応をす
るよう進める。 総務

96 松・下 その他
県道下伊場野山王線の工事の進捗はど
のようになっているのか。

完成年度31年に向け工事を進める。橋
の部分の設計もできている。 建設

97 松・下 その他
川の上にかぶせたアスファルトくずれ
穴があいた。

関係機関、部署と協議して対応する。
建設

98 松・下 公共交通

バックミラーの不鮮明なものの交換し
てもらいたい。

運転免許証の返納とあわせて、料金の
均一化が重要である。循環路線も６地
域の中心部への乗り入れが地域活性化
には必要であり、検討していく。

総務

14 



№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

99 三本木 公共交通

大崎市民バス三本木大衡線で、大崎市
民病院経由が上下各１便しかないた
め、増やせないか。全便大崎市民病院
経由でも良いと思うが、どうか。
また、ダイヤ改正を半年毎に行い、利
便性を向上させるべきであると考え
る。

通院に便利な時間帯としての現在のダ
イヤとなった。大崎市民病院経由を増
便することと、ダイヤ改正のタイミン
グについては要望と捉え、担当課に伝
える。

総務

100 三本木 公共交通

大崎市民バスは、乗車率が低く、大き
なバスで空気を運んでいるように見え
る。マイクロバスや10 人乗りの小型
のバスに替え、効率を上げることはで
きないか。運転手不足については、市
民協働で対処できるのではないか。

提言と受け止め、担当課に伝える。

総務

101 三本木 公共交通

古川-仙台間の高速バスのうち、JRバ
スは三本木PAバス停で止まらない。こ
れを止まるようにしてもらうと利便性
が向上するのでお願いしたい。
また、古川-仙台間の高速バスを三本
木PAのスマートIC 経由で運行できな
いか。

提言と受け止め、担当課に伝える。

総務

102 三本木 公共交通

大崎市民バス三本木大衡線で、古川駅
前行で大崎市民病院を経由する便が大
崎市民病院に 9:51 着となっている
が、病院利用者の乗車を想定したら遅
すぎるため、もっと早い便を大崎市民
病院経由とすべきである。
また、大崎市民バス三本木大衡線の大
衡方面は、大衡村役場前止まりとなっ
ているが、黒川高校への通学に配慮
し、黒川高校まで延伸できないか。

提言と受け止め、担当課に伝える。

総務

103 三本木 公共交通

大崎市のグループタクシー事業は利用
しにくい。利用条件が２人以上となっ
ているが、1人でも利用できるように
すべきである。また、対象者を最寄り
のバス停から800m 以上離れたところ
に住む者としているが、この制限も撤
廃すべきである。

提言と受け止め、担当課に伝える。

総務

104 三本木 防災・減災

防災行政無線は聞こえない。また、鹿
島台地域は屋外拡声子局が５基となっ
ているが、それで十分なのか。

防災行政無線の聞こえないことについ
ては、担当課において詳細を調査し、
対処すべく進めている。難聴地区には
戸別受信機を配備する予定である。ま
た、緊急災害情報についてフリーダイ
ヤルの防災行政無線テレホンサービス
や大崎市メール配信サービスを活用し
てほしい。
鹿島台地域の屋外拡声子局が５ 基だけ
の理由は、全戸に戸別受信機を配備し
たことによるものである。

総務

15 



№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

105 三本木 防災・減災

区長宅に配置された戸別受信機が聞こ
えていない。

設置場所、方法の確認が必要だが、設
置場所によっては内臓アンテナでは十
分な感度がなく、外部アンテナを設置
しなくてはならないケースもある。詳
細は担当課において調査をするよう伝
える。

総務

106 三本木 防災・減災

昨今の住宅は、高気密、高断熱で、窓
が閉められていることが多いので、屋
外拡声子局からの音声を聞き取れない
ケースは多いものと想定する。何か別
の手段を講ずる必要があるのではない
か。ＮＴＴの電話回線を利用するな
ど、いろいろ考えられると思うがどう
か。

ご指摘のとおりである。屋外拡声子局
からの音声で全てをカバーすることは
非現実的であり、補完システムとし
て、難聴地区では戸別受信機の配備を
進め、あわせて災害情報に関する放送
内容の確認ができるフリーダイヤルの
防災行政無線テレホンサービスや大崎
市メール配信サービスの利用をＰＲし
ているところであり、補完システムの
充実により、重層的に情報を伝達でき
るような全体システムを考えていると
ころである。
ＮＴＴの電話回線を利用することにつ
いては、提言として担当課に伝える。

総務

107 三本木 その他

放射性物質汚染牧草処理問題で、昨年
12月18日に地区説明会が開催され、約
100名が参加し、多くの反対の声が出
された。この先どのように進めるの
か。

宮城県内の市町村長会議が7月15日に開
催される予定であり、その場で今後の
進め方が決定すると聞いている。住民
が納得できるような安全を担保する仕
組みを構築しなくては焼却処分は難し
いものと考える。

総務・
産業

108 三本木 防災・減災

フリーダイヤルの防災行政無線テレホ
ンサービスを常に使えるようにしてお
いてほしい。さまざまな情報を流すこ
とは混乱の元であり、流す情報をマ
ニュアル化するとともに、サイレンの
音色も変えてはどうか。

担当課に伝える。

総務

109 三本木 防災・減災

Jアラートの誤報の際、よく聞き取れ
なかった。改善が必要であると思う。
ＦＭ放送の活用も早急に進めてほし
い。

担当課に伝える。

総務

110 三本木 その他

ひまわりの丘に続く市道（市道真岸
線）の舗装工事はいつ終わるのか。
地区説明会の折、問題点を指摘したが
聞く耳を持っておらず、結果としてそ
の問題点により工期が二度に亘って延
長になっている。

難工事で工期がかかっているようだ。
担当課に工事の速やかな完了を要請し
ていく。

建設

111 三本木 その他

地区のコミュニティセンターが老朽化
し、地区で小破修理を行っている。抜
本的な改修を行政に依頼したが、予算
がないとのことで断られた。大崎市集
会所等整備事業補助金を活用して進め
ることはできないのか。

対象のコミュニティセンターは行政が
設置した施設であり、地区が指定管理
者として管理しているので、この場
合、大崎市集会所等整備事業補助金の
支給対象とはならない。事業として進
めるには予算確保が必要であるため、
担当課とよく協議してほしい。

総務

112 三本木 その他

三本木地域は、交通死亡事故ゼロが続
いている。右折信号が無い交差点が２
カ所あるので、設置してほしい。

要望として、担当課に伝える。

総務

16 
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委員会

113 鹿・総 その他

洪水対策で、築堤や河道掘削は進んで
いるが、立木の伐採もすべきである。

江合川・鳴瀬川・吉田川期成同盟会で
国・県に要望しているが、建設常任委
員会としても取り組む。

建設

114 鹿・総 その他

廃校となった旧鹿島台第二小跡の活用
策について検討を行っている。10 月
末に市長に提言書を提出するので、議
会としても後押しをお願いしたい。

提出される提言書を確認するととも
に、支援をしていきたい。

総務

115 鹿・総 その他

駅の東西自由通路の清掃機整備を願
う。

対応していきたい。
【建設常任委員会　H29.10.18現地視察
済 】

建設

116 鹿・総 その他

鹿島台総合支所などに大崎市シルバー
人材センターの支所機能を設置出来な
いか。

大崎市シルバー人材センターの鹿島台
地域における事業実績では、特に草刈
り作業や植木剪定で受託件数が増えて
いる。シルバー人材センターからは、
公益社団法人の性質や事務職員の課題
もあり、すぐに支所機能を設置するこ
とは出来ないが継続して検討したいと
の回答があった。議会としても、シル
バー人材センターの運営体制を含め、
総合的な見地から就業機会の確保や住
民課題解決に取り組んでいく。

産業

117 鹿・総 その他

加護坊パークゴルフ場のクラブハウス
拡張を以前から要望しているのだが。

クラブハウス拡張については以前から
要望があるが、引き続き要望して
いく。

産業

118 鹿・総 その他

農業用水や防災の観点からも、ため池
の維持管理を徹底すべきではないか。
年々、管理する地区住民も高齢化して
おり、ため池の維持作業なども負担と
なっているが、考えは。

大崎市では既に農業用ため池調査業務
を実施しており、市内には国、土地改
良区、水利組合、行政区、個人所有な
どのため池が計1,384箇所ある。管理形
態は多様であるが、支援、協力できる
ように努めたい。

産業

119 鹿・総 その他
広長川にあった木橋の復旧を願う。
緊急車両が入れる道路に整備を願う。

地元議員がこれまでの経緯を調査して
対応する。 建設

120 鹿・総 その他

骨髄バンクのドナーとして提供した
が、会社・家族に対する負担が大き
い。行政の支援がほしい。（すでに実
施している自治体ある）

ドナー負担の軽減に向けた調査に取り
組む。

民生

121 鹿・総 その他
東西線に信号機の設置を要望する。 計画には入っていない。地元議員が調

査し対応する。 建設

122 志田 その他

震災及び9・11水害によって、新渋川
用水堰（ハンドル式制水門）が流出し
たままとなっている。改良区、市、県
にも相談しているが、いまだらちが明
かない。11ヘクタールの水田に影響し
ている。

持ち帰り所管委員会へ報告し、現地確
認等対処方策を検討したい。

産業・
建設

123 志田 その他

これまでも話しているが、県道坂本線
ＪＲ陸東踏切部の歩道設置が実現しな
い。交通量（特に大型車両）が増大
し、危険度が高くなっているが実現見
通しはどうなのか。

ＪＲ側と協議はしているが、合意点に
達していない。引き続き協議を見守
る。 建設

124 志田 その他

飯川上中江に架かる木橋が、老朽化に
より、ゴミ収集車作業等に支障の恐れ
が出てきている。改善策を講じてほし
い。

所管委員会で現地調査の上、対処策を
検討したい。

建設

17 



№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

125 志田 その他
渋川に架かるＪＲ鉄橋橋脚に流木があ
る。増水時の二次被害の心配がある。

所管委員会で調査し検討したい。
建設

126 志田 公共交通
公共交通の県道坂本線コースの見直し
をすべきである。

公共交通は適宜見直しを図るとしてい
るので、所管委員会から提起する。 総務

127 志田 公共交通

公共交通のコースについて、高倉方面
から来て、飯川十文字から川沿いに右
折し、飯川下、西荒井、米倉、市民病
院のコースとすれば利便性向上と利用
者増につながるのではないか。変更を
お願いしたい。

道路の幅員等の課題も考えられるが、
今後議会における所管委員会において
も検討を進める。

総務

128 志田 その他

3・11震災の時は、水道の復旧が早
かった。その対応力をもっとアピール
すべきである。

水道部へ伝える。

建設

129 志田 その他

9・11水害の復旧は堤防を中心としな
がらも全体の強化になっていない。危
険回避のためのバランスある復旧工事
を願う。

現地確認も含め、安全度向上へ所管委
員会を通し対策を検討したい。

建設

130 志田 防災・減災

防災マップが配布されたが、避難経路
の確認と周知を図るべきである。

担当課に伝える。
総務

131 志田 その他

県道坂本線（国道347号から北側渋川
までの間）に防雪柵と街灯の増設及び
故障個所の点検が必要である。

昼夜問わず大型車両等の交通量の増大
で、子供たちの危険度が増大している
ことは認識している。所管委員会を通
し対応を検討したい。

建設

132 志田 その他

当地域内の国道347号から西古川駅に
至る道路が狭い。特に、陸羽東線沿い
の道路は車両のすれ違いができない。
現在すれ違い待避所が３箇所あるが、
増設と舗装をしてほしい。

道路の状況は理解できる。要望として
執行部へ伝える。

建設

133 志田 その他

あしたの広場跡地が更地砂利敷きと
なっている。草刈り管理を地元でして
いるが大変である。除草剤の支給はで
きないか。

担当課に伝える。

総務

134 清滝 公共交通

公共交通については、バス路線に出る
のも大変であり、タクシー会社と協議
中とのことであるが、ぜひ前向きに進
めてほしい。どうしても無理であれば
タクシー券の配布も検討してほしい。

現在、所管の常任委員会において協
議、検討を進めている。

総務

135 清滝 公共交通

古川地域の川北全体を視野に、タク
シー業界と話し合っていただき、予約
タクシーで中心部に行けるようにでき
ないか。

本年５月に参考人として出席いただい
た宮交バス、タクシー協会大崎支部、
地域内交通を担っているタクシー業者
２社との話し合いでは、経営難と人材
確保に苦労されているとのことであ
り、清滝地区での実施にもそのことが
影響しているようである。

総務

136 清滝 公共交通

清滝線のバス乗車状況を見ると見直し
が必要ではないか。タクシー券の配布
も良いのではないか。

これまで市当局とも話し合いが行われ
てきた地区であり、今後も引き続き協
議を重ねていく。

総務

137 清滝 公共交通

旧古川地域全体を捉えて公共交通を検
討できないか。

議会としても本日の要望、提言を踏ま
え、実現に向けて取り組み、執行部へ
も伝えていく。

総務

18 



№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

138 清滝 公共交通

清滝線の乗車は本当に少ないので、タ
クシー券の配布について検討してもら
いたい。

高齢者の方々の運転免許証返納もあ
り、それらとあわせ、議会における所
管委員会において検討していく。

総務

139 清滝 公共交通

地域の検討委員会でも協議を進めてい
くが、交通弱者への対策を今後進めて
ほしい。

意見として伺う。

総務

140 清滝 その他

世界農業遺産登録への取り組み状況
と、今後の農業にどうプラスになるか
考えは。

平成29年3月に『「大崎耕土」の巧みな
水管理による水田農業システム』とし
て日本農業遺産に認定された。世界農
業遺産の認定が受けられれば、国内や
海外に向けての農産物の販売そして大
崎ブランド化などにさらに大きな付加
価値を増すと考えられるが、農業の活
性化にどう結び付けていくかが大切な
課題と捉えている。

産業

141 清滝 その他

放射性指定廃棄物の処理に対する取り
組みについて教えてほしい。

宮城県内の市町村長会議が平成29年7月
に開催され、放射能指定廃棄物を保管
する自治体が地元の圏域ごとに焼却な
どの個別処理を進めることとする県の
新しい方針が合意されました。今秋に
も広域行政事務組合や自治体ごとに試
験焼却が始まる見通しで、県では来年
度からの本焼却を目指している。本市
では、5月に鳴子温泉地域の市有牧草地
約1,500㎡に約3ｔの汚染牧草をすき込
む作業を実施しているが、住民の理解
を得て安全を担保する仕組みを構築し
ながら焼却処分を進める必要があると
考えている。なお、議会や常任委員会
でも市民の不安解消に努めるため、処
理方針のあり方などについて継続的に
議論している。

総務・
産業

142 清滝 その他

ワークショップ等に若い方の率先した
参加が少ないので、やる気を起こすた
めに補助金を交付してはどうか。

ステップアップ・チャレンジ事業その
他のメニュー用意されているので、ぜ
ひ相談の上、利用してほしい。

総務

143 清滝 その他

過去の議会報告会で、汚染された牧草
の安全な管理について話をしたとこ
ろ、そのように進めていただき感謝し
ている。現状はどうか。

汚染された牧草は、土地所有者の理解
を頂きながら安全な管理に努めている
状況だが、破損や不安要素などの提案
があれば今後も対応していきたい。

産業

144 清滝 その他
地域活性化にマルシェなど、賑わいの
場所を作る必要がある。

ご意見として承る。
産業

145 清滝 その他

今後、廃校跡地の活用が大切になると
考える。学校統合後の跡地活用策につ
いて、自分たちで考えることも大切だ
が、行政主導の案も示してほしい。

先に統合した鹿島台第二小では、まち
づくり協議会が協議している。いただ
いたご意見は担当課に伝える。 総務

146 清滝 その他
岩出山地域では学校統廃合後の跡地活
用についてどう検討されているのか。

岩出山地域においては地域の方々が現
在協議を行っている状況である。 総務

147 清滝 その他
跡地活用は地元において考えるのか。
雇用の場の確保に活用できないか。

地域の方々の考えが大切なので、行政
とも連携の上、協議すべきと思う。 総務

148 清滝 防災・減災

屋外拡声子局からの防災行政無線が聞
こえないため、戸別受信機を配置でき
ないか。

市内各地から聞こえないという情報が
寄せられている。意見は担当課へ伝え
る。

総務

19 



№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

149 清滝 その他
県道古川一迫線の改修について、現状
はどうなっているのか。

地権者との課題があると聞いている
が、執行部へ伝え確認したい。 建設

150 清滝 その他

清滝地域の市道は大変悪くなってきて
いるので改修を望む。また、樹木が道
路に覆いかぶさっている所もあり通行
する車輛が苦慮している場所もあるの
で改善を望む。

執行部に伝え対処したい。

建設

151 松・老 公共交通

住民バス料金を100円にできないか。
また、買い物や通院に利用したいが、
古川駅で乗り換えが必要である。市民
病院までの直通バスは1便しかない。
さらに、片道500円、往復1,000円であ
り、ＪＲ鉄道を利用すると片道240
円、往復480円で、520円の差がある。
免許も返納した高齢者や住民に優しい
市にできないか。近隣の栗原市、登米
市、美里町や石巻市には、優しい住民
バスが運行されている。

バス料金を100円にすることについては
提案をしている。利用状況を見ると、
朝夕の通学時間帯の利用者が比較的多
いが、昼間の時間帯は空気を運んでい
る状態であるため、それらのことを踏
まえて事業を執行していかなければな
らないと考えており、なお担当課に働
きかけていく。

総務

152 松・老 公共交通

公共交通について、初乗り運賃は５km
まで200円で、その後５kmごとに100円
上乗せとなる。一律100円とできない
か。また、税金を投入することはでき
ないのか。

登米市でも100円で運行している。市内
の各地域内交通（デマンドタクシー）
は、田尻500円、松山300円、岩出山600
円等である。市では、1億7000万円の予
算を計上している。料金を100円にする
と、各地の運営委員会の収支率などに
影響を及ぼしたり、民間バス、タク
シー事業者などと共存できなくなる。
所管の常任委員会で議論したい。

総務

153 松・老 公共交通

田尻の活動センターなどで16時まで活
動、利用しており、バスの最終便が15
時28分のため利用できなく、不便を感
じている。

ご指摘の点について考慮するように伝
える。

総務

154 松・老 その他

障害者と意見交換する機会を設けてほ
しい。障害者に対し、言葉使いなど、
優しく接するべきである。

意見、要望として承る。調査したい。

民生

155 松・老 防災・減災

一昨年の水害を顧みて、災害時の指定
避難所を確認し、避難誘導を的確に行
うため、に関し、行政区と行政を結ぶ
防災システムのマニュアルをぜひ作っ
てほしい。

行政の役割を果たしながら、減災に向
け、連携して取り組みたい。意見は担
当課に伝える。 総務

156 松・老 防災・減災

ハザードマップは、区長などには配布
されたようだが、全戸に配布してほし
い。

行政区ごとのハザードマップも作成す
るなどして、全戸に配布できるよう、
担当課に伝える。

総務

157 松・老 その他

平成6年ごろ宮城県等で設置した急傾
斜地や地滑り危険地帯等を表示する標
柱などの文字が、経年劣化などで見え
なくなった。設置者に再表記などをお
願いしたい。

確認が必要であり、県も含め、担当課
に伝える。
【建設常任委員会　H29.10.18現地調査
実施】

建設

158 松・老 その他

松山まちづくり協議会では、市より建
物を借用しているが、冷暖房費などの
費用負担はどのようになっているの
か。市とまち協のどちらが負担するの
か。

公共施設を使用する時の利用料は、社
会教育団体やまち協団体などは無料と
なっている。 総務

20 



№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

159 松・老 防災・減災

防災に関し、屋外拡声機の設置場所と
して、JA古川宮沢支店と記載されてい
るが、現在は当該支店が廃止となって
いるため、表記を変えるべきである。

担当課に伝える。

総務

160 松・老 その他

衆議院の選挙区区割りについて、大崎
市は２つの選挙区に分割されている。
旧志田郡などは、蚊帳の外のような気
がしてならない。議会ではどのような
議論をしたのか。

以前まで大崎市は３つに分かれていた
が、前回から２つの選挙区となった。
選挙区に関し、市を分割しないように
との意見書を国にも提出しているとこ
ろであるが、分割しないように引き続
き要望していく。

総務

161 松・老 その他

来年度から米の生産調整が廃止され、
将来は米も輸入され低米価となること
が予想される。大崎市の米政策、農業
の展望についてどう考えているのか。

平成30年度には米政策の大幅見直しが
示される。大崎市議会では、以前から
持続可能な農業政策を提案してきてお
り、たびたび国などにも意見書を提出
してきた。また、産地間の競争に打ち
勝つために交付金を積極的に活用して
ほしいこと、担い手参入に対する支援
策、特色・ブランド・付加価値を加え
た作物を生産する施設などに対する支
援策、豆・麦などの生産に対する補助
金の継続、多面的機能の継続などを国
に訴えてきており、市の政策や議会、
委員会の提案の中で、農業に対し明る
い見通しを立てたいとの思いで議論し
ている。なお、食農教育推進事業や、
こだわり農産物推進事業としてささ結
などを対外的に売り込むＰＲ推進策、
青年就農者に対する就農チャレンジ支
援事業などは、議員提案などもあり実
現したものである。今後も米政策をは
じめ、畜産・園芸・林業振興策など多
岐にわたる取り組みが求められるが、
国などから示される政策に対しても議
論を重ね、市内農業活性化のためにで
きるものから着実に取り組むよう努め
たい。

産業

162 松・老 その他

松山地域の道路事情が悪い、志田橋か
ら山王付近までの県道は、交通量も多
く、道路の痛みや危険個所も多い、迅
速に対応するように県に働き掛けてほ
しい。

県道伊場野から山王地区間の現状は、
堤防上を利用しているため歩道もな
く、冬季間などは特に危険である。堤
防を利用しない新たな路線を設計し、
平成31年度の完成に向け計画が進行中
であり、今年度は、800ｍの工事を行う
計画である。現在は、県道松山利府線
の大夫沢の舗装工事が進められてお
り、県土木事務所の計画では引き続
き、鹿島台方面に向かう県道も設計費
３千万円が計上され、歩道部分も設け
改良工事を行う予定となっている。
松山地域は、旧市町と比較すると面積
的には小さいが、道路事情は良いと認
識している。市の道路関係予算に26億
８千万を計上しているが、補修の必要
な個所については、引き続き注視し所
管と協議していく。

建設
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№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

163 松・老 その他

県道ののり面などに草が茂っているの
で、除草してほしい。

県ではまだ除草作業をおこなっていな
いようなので届けていきたい。地域に
よっては、生活道路などに関し、住民
で除草作業を行っている地域もみられ
る。

建設

164 松・老 その他
松山公民館にエレベーターを設置して
ほしい。

要望として伺うとともに、担当課に伝
える。 総務

165 松・老 その他
松山地域に係る総合支所対応予算を増
額してほしい。

これからも強く訴えていく。
総務

166 松・老 その他

2025年度問題等、包括ケアシステムな
どを含め市民に対する、情報・ＰＲが
不足している。どの様になっているの
か。

団塊の世代が75歳を迎える2025年を目
途に、介護が必要になっても住み慣れ
た地域で生活できるように、医療・介
護・予防・住まい、そして生活支援が
包括的に確保できるようにすること
が、この地域包括ケアシステムであ
り、国から指針が示された。今年度、
大崎市では社会福祉課に地域包括ケア
推進室を設置し、医療職や介護職など
の専門職種によるネットワークを構築
するための在宅医療・介護連携推進事
業（事業費10,633千円）、また地域の
支え合いの仕組みを推進する生活体制
支援整備事業（事業費12,700千円）な
どの事業に取り組んでいる。取り組み
を進めるにあたり、各団体への説明会
を始めとした話し合いの場を設け、昨
年度、モデル団体として4団体（池月地
域づくり委員会・鳴子まちづくり協議
会・清滝地区振興協議会・松山まちづ
くり協議会）に事業を実施していただ
いている。今年度は10か所位で事業を
実施する計画である。きたる超高齢化
社会に向けて、介護予防や自立支援、
地域づくりをより一層推進していく方
向である。情報発信につきましても、
団体の会議の場や普及啓発、あるいは
ホームページなどを活用し、発信に努
める。

民生

167 松・老 その他

介護保険は、年金落しである。サービ
スを利用する時は、無料にできない
か。

要望として伺う。

民生

168 岩・公 公共交通

自家用車が便利なため、公共交通利用
に結びつける知恵が必要である。コン
パクトシティーづくりから公共交通体
系の必要性を感じる。

コンパクトシティのネットワーク化
は、まちづくりの手段として真剣に取
り組んでいく必要がある。現在、総務
常任委員会で公共交通基本条例の検討
をしている。今後、タクシー業界にお
いては運転手の確保が大変難しく、撤
退する業者も増えてくることが予測さ
れる。委員会でも質問者と同じ方向性
で検討している。

総務
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№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

169 岩・公 公共交通

バス料金は1回500円であるが、利用者
増に結びついていない。高齢者の運転
免許証返納の動きもある中で、今後ど
うなるのか。

高齢者の免許証返納者への利用券配布
等、地域としてどういう公共交通体系
がよいのか、自家用有償も含め、議会
として検討をしていく。現状では乗る
方の要求に沿っていないため、無料乗
車券の配布やウーバーへの取り組みも
検討していく必要があると考える。

総務

170 岩・公 その他

一昨年の９月の大雨で、４号線がス
トップした。東川原～轟線の工事がス
トップしているが、早期開通を。

計画（都市計画道路）を県の工事とし
て実施するよう県に要求しており、前
向きに進んでいる。

建設

171 岩・公 公共交通

地域内交通の利用者の大半が分院への
通院者であるが、そのニーズに応えて
いない。タクシーの有効利用や、地域
内の連携、さらには広域的な連携も検
討すべきである。

新潟市では健康寿命が比較的短い状況
から、条例を制定し、停留所まで歩こ
うといった取り組みを実施している。
登米市、美里町等の近隣自治体は住民
バスが100円で走っている。ウーバー等
も検討しながら、より良い交通体系と
なるよう議会としても検討したい。

総務

172 岩・公 その他

社会福祉センター裏の堤防がないとこ
ろから、大雨が降ると洪水になるので
堤防が必要である。河川公園に接続す
るため堤防が切れている状態である。
また、東川原の飯川石材店付近は排水
が悪いので改善してほしい。

建設常任委員会で現地調査し、検討す
る。

建設

173 岩・公 防災・減災
防災行政無線は聞こえにくいので、改
善が必要である。

補完システムの検討を含め、今後の見
直しについて検討していく。 総務

174 岩・公 防災・減災

防災行政無線の補完的手段として、
メール利用の促進を図るべきである。
また、戸別受信機のアンテナを整備
し、一人暮らし等の世帯には戸別受信
機を設置すべきである。

市としても防災無線の充実を図ってい
く方針である。提案については検討し
ていきたい。 総務

175 岩・公 その他

健康寿命を維持するために、仕事をさ
せる仕組みづくりを検討してほしい。
例えば、身近な公園管理委託など。

健康ポイント制度ができた。

民生

176 岩・公 防災・減災

防災メールの登録方法について教えて
ほしい。

市のホームページにメール配信サービ
スの登録方法が掲載されている。不明
な点は担当課に問い合わせをしてほし
い。

総務

177 大貫 公共交通

田尻地域における公共交通（デマンド
タクシー）の利用状況はどうなってい
るのか。

デマンドタクシー（くるくる号）の登
録者数は約770人であり、15.6％の乗車
率となっている。利用先は病院が多く
なっている。

総務

178 大貫 公共交通

（公共交通に関する）住民満足度をど
のように判断するのか。

交通弱者に手を差し伸べるよう努力し
ている。通勤通学者の足の確保を図る
べく、議会としても検討していきた
い。

総務

179 大貫 公共交通

市民バスの大貫線の乗車率はどのよう
になっているか。

中高生の利用が多く、大貫線の平成28
年度の利用状況は1万5,522人となって
いる。乗車率については、乗車定員が
異なる車両もあることから、算出して
いない。

総務
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№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

180 大貫 公共交通

多くのバス路線があるが、補助の金額
はどのようになっているのか。

決算ベースで市民バスに約8,000万円、
中心市街地循環便に約2,000万円となっ
ている。

総務

181 大貫 公共交通

路線バスは本数が少ないと感じている
が、議会としてどう感じているか。

利用者の減少により、現状の本数と
なっている。停留所から遠い方々の利
用については課題となっている。

総務

182 大貫 防災・減災
防災行政無線の設置について、鹿島台
地域はなぜ屋外子局が少ないのか。

全戸に戸別受信機を配置していること
による。 総務

183 大貫 防災・減災

旧田尻町時代は防災行政無線で６時30
分にラジオ体操を放送していた。現在
は放送していないが、対応できない
か。

ラジオ体操の放送は３年前にやめてい
る。生活が多様化しており、放送する
ことへの苦情が比較的多い。テレビや
ラジオでも放送していることから、ご
理解願いたい。

総務

184 大貫 防災・減災

屋外拡声子局（田尻地域 舞岳）から
の放送は聞き苦しいので、改修を望
む。

修繕するよう担当課に申し入れたい。

総務

185 大貫 防災・減災

防災行政無線からの火災の際の放送に
おいて、消防団が場所を素早く特定で
きるよう地区名まで放送してほしい。

広域行政事務組合の消防本部が対応し
ているので、地区名までの放送は難し
い。

総務

186 大貫 その他

長根の加賀墓の後ろのほうが、雨が降
ると崩れる。コンクリートブロックさ
れているが震災で傷んでおり、山王川
へ崩れてしまう。

所管常任委員会で現地を確認する。

建設

187 大貫 その他

大崎市では企業誘致を進めているが、
工業団地は古川・三本木地域だけであ
る。田尻地域長根地区は大崎市の東端
ではあるが、工業団地整備は考えられ
ないのか。

工業団地整備では、ある程度立地面積
があり地権者の合意が得られれば担当
課で現地を確認するものの、高速道路
などへのアクセスや候補用地の現況、
接続道路整備なども考慮し決定するた
め、必ずしも工業団地として整備され
るわけではないが、今後要望があれば
協力したい。また、日本電産コパル電
子株式会社の空き工場への誘致につい
て担当課に働きかけている。

産業

188 大貫 その他

古川登米線の大貫地内は県へ陳情した
経緯があり31年度完成予定であるが、
河南築館の宝森～北長根までが整備さ
れていない。

建設常任委員会で現地を確認する。県
道の改修は時間がかかるが、市民の窮
状を届けていきたい。
河南築館線の改良については、改修促
進期成同盟会を通して毎年県へ要望し
ている。大崎市議会議長が役員になっ
ているが、地元議員も入るべきと思
う。

建設

189 大貫 その他

グリーンツーリズムについて大崎市の
考え方や方向性が示されていないが、
活性化の方法をどう考えているのか。

グリーンツーリズムは、一般社団法人
みやぎ大崎観光公社でも事業化してお
り、教育旅行の受け入れや募集型企画
旅行を毎年積極的に実施している。平
成28年6月に策定した「大崎市観光振興
ビジョン～アクションプラン～」で
も、グリーンツーリズム事業を重点事
業の一つと捉えており、市内全域に事
業を浸透させ地域間での連携体制を構
築して交流人口の拡大に繋げられるよ
う取り組んでいきたい。

産業
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№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

190 大貫 その他

圃場整備が進んでいる田尻地域蕪栗沼
周辺地区の振興策の中で、宝江用水路
改修工事の進捗は。

宝江用水路の改修については、宮城県
で現在進行中の圃場整備事業におい
て、生産基盤整備事業として計画に加
えるため平成28年度に用水路の断面調
査を実施した。29年度に計画変更を行
う予定である。

産業

191 鹿公 防災・減災

今年も各地で豪雨災害が発生している
が、鹿島台地域における防災減災に向
けた調査は行っているのか。

急傾斜地の調査は実施したが、広長、
子迫などの沢地帯についての調査は
行っていない。
各地の状況を調査し、検討したい。

総務

192 鹿公 防災・減災

吉田川の状況は大丈夫なのか。 国に河川整備計画の早期実現を要望し
た。所管常任委員会でも、国の機関等
での調査・勉強会を実施した。国・県
などで河道掘削や上流部における遊水
池対策などを進めるとの事である。引
き続き、減災に向けた取り組みを、注
視して行く。

建設

193 鹿公 その他

内水問題であるが、姥ヶ沢地区に遊水
池を２か所設置する事になっている、
おとといの雨でも増水した。28年度用
地買収、29年度工事着手、30年度完成
の計画であったが、どうなっているの
か。

農林公園に8,000トン規模の遊水池を２
か所設ける計画である。用地取得に遅
れが生じている。まとまり次第、区長
様に説明させていただく。 建設

194 鹿公 その他
予定地に雑草も繁茂してきた、どうす
るのか。

お盆前に、対処したい。
建設

195 鹿公 その他

鹿島台駅が立派に完成したが、駅舎の
中には何もなく寂しいので、有効な活
用策はないのか。

通路は市道の位置づけであり、さまざ
まな検討をおこなっている。踊り場に
10周年記念の壁画を展示したり、習
字、子供たちの作品展示、時計、待合
室の整備などについて、まちづくり協
議会などで検討している。また、改札
を過ぎるとゴミが散乱し汚いので、Ｊ
Ｒに届けたい。
【建設常任委員会　H29.10.18現地調査
実施 】

建設

195 鹿公 その他

鹿島台駅が立派に完成したが、駅舎の
中には何もなく寂しいので、有効な活
用策はないのか。

通路は市道の位置づけであり、さまざ
まな検討を行っている。踊り場に10周
年記念の壁画を展示したり、習字、子
供たちの作品展示、時計、待合室の整
備などについてまちづくり協議会など
で検討している。

総務

196 鹿公 その他

分院の医師の対応について不満があ
る。脳梗塞で半身不随となったが、退
院を迫られ、リハビリの病院を紹介し
てほしいと願ったら、それ以上治らな
いと言われた。本人が、治そうとして
いるのに、心が傷つけられた。考えて
ほしい。

入院患者の氏名をお知らせただけれ
ば、担当医師名の確認もできるので、
調査し対応したい。患者さんも大切に
する病院であるべきである。 民生
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№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

197 鹿公 その他

空き家物件については、所有者不在の
空き家にさまざまな問題があるのは承
知している。解体についての話が聞き
たいが、情報はないか。

要綱に掲げる基準を満たす危険な空き
家に対し、撤去費用の２分の１、１件
当たり50万円を上限に補助しており、
６月定例議会時点で３件の申し込みが
あった。空き家対策協議会も立ち上
がっており、問題解決に向け、努力し
ていく。

総務

198 鹿公 その他

雷雨等による落雷に伴う停電の際には
電力と連携し、場所、停電戸数などを
速やかに広報できないか。

防災行政無線の活用等、今後も工夫を
していきたい。なお、東北電力とより
一層連携を強めるよう担当課に伝え
る。

総務

199 鹿公 その他

旧町道は、市道とならないのか。水道
管を埋設した後の舗装が段差となって
いる。市道として取り上げ早期に補修
してほしい。

地元議員が現場を調査し報告する。

建設

200 鹿公 その他

鹿島台の都市計画道路のメイン道路
に、レッドロビンやハナミズキの植え
込みがある、昨年あたりか雑草が繁茂
している。本来なら市で管理すべきで
はないか。
また、中里の道路改修などの方向性
は。

植栽を除去し、コンクリートにした部
分もあるが、植栽の部分は、きれいに
管理すべきものである。担当課に、今
後の考え方について伺い、現場を確認
し、整備していきたい。

建設

201 鹿公 その他

大崎広域の斎場整備について、場所は
決定したのか。進展について伺う。

大崎広域行政事務組合において、古
川、松山、涌谷の３つの斎場を１カ所
に集約して建設する計画であるが、候
補地住民の皆様の理解が必要であり、
候補地選定に時間を要している状況で
ある。

総務

202 南コ その他

古川第三小学校が指定避難所になって
いるが、水害時には第五小学校と言わ
れた。高い建物は第三小学校ぐらいな
ので、水害時でも第三小学校を避難所
として利用できないか。

地震時と水害時とでは避難所が異なる
場合があり、降雨の状況等によって使
用する避難所を判断することとしてい
る。

総務

203 南コ その他

福祉避難所はＦプラザだけだが、福祉
施設と協定を結び利用できないか。要
支援者には個別に避難計画が必要であ
る。白石市では行っている。

執行部へ働きかける。

民生

204 南コ その他

災害情報はいつでも見れるのか。大江
川はどうか

いつでも見れるが、大江川にはそのシ
ステムは整備されていない現状であ
る。

建設

205 南コ その他

９．11 で大江川周辺が床下浸水した
が、その解決策はどうなっているか。
多くの方々から、大江川の洪水対策を
早急にやるべきだとの発言がある。

大江川の浸水対策は八方ふさがりで解
決策は見いだせない。行政も状況を把
握し原因もわかっているが、抜本的解
決策見いだせないでいる。
なお、国・県と市が対策を詰めるよう
働きかけたい。

建設

206 南コ 防災・減災
防災行政無線が全く聞こえない。 状況把握に努めている。地域から要望

をあげていただきたい。 総務

207 南コ その他
八ヶ村江、九ヶ村江の下流改修も必要
である。

市当局に申し入れる。
建設

26 



№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

208 南コ その他

古川中里のヨークベニマル周辺の通行
車両が増えたため、子供の安全を守る
ために防犯パトロールを行っている。
カーブミラーの設置など、市のほうへ
危険箇所等を示した要望書を提出する
予定になっているので対応をお願いし
たい。

担当課に伝える。

総務

209 南コ その他

古川第三小学校、古川中学校の教室に
扇風機がやっと１台程度設置されたよ
うである。風が届かない児童の中には
体調を崩している子供もいると聞いて
いる。エアコンが設置できないのな
ら、扇風機の数を増やしてほしい。ま
た、職員室には網戸がないので設置を
臨む。

担当課に伝える。

総務

210 南コ その他

情報提供のあり方について、公の場で
インターネットでとよく言われるが、
使用できない環境の人もいるので、そ
の点を考慮して説明等を行ってほし
い。

意見として伺う。

総務

211 東大崎 防災・減災

防災行政無線については、以前より聞
こえるようになったが、改善に努めて
いるのか。

改善に向けて努力している。メール配
信システムやテレホンサービスも活用
してほしい。

総務

212 東大崎 防災・減災

防災行政無線による貴金属のセールス
等への注意喚起について、防犯の視点
から一斉放送できないか確認したとこ
ろ、できないと言われたが、対応はで
きないか。

いただいたご意見は担当課に伝える。

総務

213 東大崎 防災・減災

防災行政無線は、そばにあっても聞き
取りにくい。話す間隔をもう少し開け
れば良いのではないか。栗原市の防災
無線ははっきり聞こえるので、スピー
カーの向きについても改善すべきでは
ないか。

改善に向けて努力している。

総務

214 東大崎 防災・減災
戸別受信機を公民館にも設置してほし
い。

担当課に伝える。
総務

215 東大崎 防災・減災

防災行政無線を地域ごとに利用する場
合、そのエリアでの操作等の研修を実
施してほしい。また、利用する際に必
要な鍵も複数個を用意してほしい。

担当課に伝える。

総務

216 東大崎 防災・減災

防災行政無線について、緊急時には音
で周知する方法を検討してみてはどう
か。

担当課に伝える。

総務

217 東大崎 その他

国道47号線と台所線の交差点に右折信
号機等の設置を要望しているが、どう
なっているのか。

対処していくよう伝える。

総務

218 東大崎 その他
石田工業団地の公園等の除草はどう
なっているのか。

担当課へ確認する。
建設
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№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

219 東大崎 その他

市民統一清掃について、当行政区は毎
年、統一清掃の翌日、日曜日に実施し
ている。その際の補償制度について担
当部署に確認したところ、適用できな
いと言われたが、適用できるようにし
てほしい。

確認して対処したい。

総務

220 東大崎 公共交通

グループタクシーの利用条件につい
て、自宅からバス停までに距離要件を
現行の800ｍから500ｍにできないか。

担当課へ伝える。

総務

221 東大崎 公共交通

循環バスの停留所の場所がわかりづら
く、表示も小さいので、大きく分かり
やすくしてほしい。また、バスの段差
があるので検討してほしい。

現状を確認の上、対処するよう求めて
いく。

総務

222 東大崎 公共交通

デイサービスで利用されている車両に
ついて、間口を広げて公共交通として
利用できないか。

今後の研究とさせていただく。

総務

223 東大崎 その他
河川整備を藤棚橋の流木撤去を定期的
に実施してほしい。

執行部に伝える。
建設

224 東大崎 その他
東大崎をモデルとして、街灯や防犯灯
をＬＥＤ化してほしい。

担当課に伝える。
総務

225 東大崎 その他

成田公会堂の前の道路はサロンパス道
路と言われている。150ｍ位だが修繕
してほしい。

現状を確認の上対処する。

建設

226 東大崎 その他

小学校の統合の進捗はどうなっている
のか。

複式学級解消のため、旧中山小学校や
旧鹿島台第二小学校の統合は既に行わ
れており、現在は岩出山地域について
集中的に取り組んでいる集中している
状況であり、その後に古川地域の川北
を予定している。

総務

227 東大崎 その他
小学校統合について、情報提供をもっ
としてほしい。

ご意見は担当課に伝える。
総務

228 東大崎 その他

市民病院跡地利用について、道の駅エ
リアがあるが、なぜ今、道の駅なの
か。集客するメインは何なのか。

防災、交流をテーマとして、まちなか
に人を呼び込むゲートウェイの役割を
担う。

総務

229 敷玉 公共交通

循環バスの乗車率はどのようになって
いるのか。

１便平均５名前後である。乗車人数が
少ないので、１年間は経過を観察しな
がら、利用率の向上を見出していきた
い。

総務

230 敷玉 公共交通

古川地域大幡地区から駅までは20分か
かり、高齢者はバス停まで行くのが大
変である。

１つの課題であると認識しており、議
会としても今後調査、協議を進めてい
く。

総務

231 敷玉 公共交通

循環バスに関して、今後の財政運営に
支障はないのか。

財政的には大変であるので、今後も乗
車率向上に努めるよう働きかけてい
く。

総務

232 敷玉 公共交通

高齢であり、運転免許証の返納を考え
ているため、バスについては幹線道路
だけでなく、辺鄙な場所を集中して回
る方法を検討してほしい。

路線については十分に吟味して策定し
ているが、今後、実証実験の結果を参
考にしながら、議会としても検討を進
めていく。

総務

233 敷玉 公共交通

老人会に行くのにもタクシーを利用し
ているので、負担軽減について考えて
ほしい。

意見として伺う。

総務

28 



№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

234 敷玉 公共交通
バス利用者の地域別の利用率は調査し
ているのか。

地域別乗車数、乗車率は把握していな
い。 総務

235 敷玉 公共交通

バス路線のバス停が変わったために、
敷玉小学校から第三小学校に転校して
いる状況がある。

議会として、地域に寄り添った計画を
検討していく。 総務

236 敷玉 防災・減災

防災行政無線テレホンサービスの周知
をもっともっと進めてほしい。

市政だよりでも紹介しているが、今後
も広報により周知していくよう取り組
んでいきたい。

総務

237 敷玉 その他

放射性廃棄物の処理について、大崎市
の議会はどのような対応をとるのか。

総務常任委員会で三本木大日向地区の
埋立地を視察するとともに、関係者と
意見交換をしている。今後も調査を行
いながら、対応を進めていく。

総務

238 敷玉 防災・減災
個別に防災行政無線は使用できるの
か。

個別活用は可能と考えるので、担当課
に確認してほしい。 総務

239 敷玉 その他

談合問題について議会はどう対応する
のか。

所管の総務常任委員会で調査中であ
る。執行部で業者に聞き取りを行って
おり、委員会において報告を受けてい
る。引き続き慎重な調査を行ってい
く。

総務

240 敷玉 防災・減災

防災行政無線からの声が聞こえづらい
ので、アナウンスの方法を考えてほし
い。

担当課に伝える。

総務

241 敷玉 その他
古川地域の住宅地に出没した熊情報の
その後は。

古川地域に出没後の目撃情報が無いた
め、消息は不明である。 産業

242 敷玉 その他

交通安全について、ＪＲの３両編成の
トレーラーが仙台港から運搬のため通
行しているが、風圧で巻き込まれる可
能性があり、危険である。

現状について確認する。

総務

243 池月 公共交通

高齢者が利用しやすい公共交通にして
ほしい。

少子高齢化に対応した安定的な公共交
通とするよう、議会の所管委員会にお
いて検討を重ねる。

総務

244 池月 公共交通

運転免許証返納者が多くなっているた
め、同一料金で同一距離のバス運行を
してほしい。

議会の所管委員会において、同一料金
で運行している登米市と美里町を視察
したところであり、現在検討中であ
る。

総務

245 池月 公共交通

岩出山地域のデマンドタクシーは料金
が高いため、安価で利用者が多い栗原
市一迫の視察をして参考にしてほし
い。

意見として伺う。

総務

246 池月 その他

耕作放棄地が多く火災が心配である
が、地主は遠方に居住していたり、連
絡不能のケースもある。地元でも高齢
化が進行しており管理することが難し
くなっているが対策は。

耕作放棄地や空き家対策は市全体での
問題でもあり、平成29年度からは空き
家対策事業として、空き家の立入調
査、特定空家の認定及び特定空家に対
する行政指導、除却費助成、適正な管
理指導を進めている。農地や山林の保
護対策も要望していく。

総務・
産業

29 
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所管

委員会

247 池月 その他

耕作放棄のため雑草が繁茂している。
水路も浚渫しないため、平成27年9月
関東・東北豪雨時に氾濫し水害になっ
たが空き家対策への考えは。

耕作放棄地や空き家対策は市全体での
問題でもあり、平成29年度からは空き
家対策事業として、空き家の立入調
査、特定空家の認定及び特定空家に対
する行政指導、除却費助成、適正な管
理指導を進めている。農地や山林の保
護対策や水路の浚渫も要望していく。

産業

248 池月 その他

スクールゾーンの道路が急勾配であ
り、冬期間は凍結し、事故も多い。改
修の要望書も提出されているが、なか
なか対応してくれない。

担当課に伝える。

総務

249 池月 その他

市道のスクールゾーンや踏切等の表示
が消えているので、早速表示してほし
い。

担当課に伝える。

総務

250 池月 その他

汚染牧草の混焼について市民は反対し
ているので、市議会でも意見書を出し
てほしい。

宮城県では、地域ごと（自治体）の判
断で行っている。大崎市ではすき込み
の方法により試験を行っている。

総務

251 池月 その他
道路の破損率が高いので、早めに修繕
してほしい。

優先順位をつけて修繕に当たっている
状況である。 建設

252 図書館 防災・減災

９・11豪雨など、全国的に見られる豪
雨災害や大火災等からして、本市の防
災対策は十分か。

防災訓練、水防訓練等で災害対応力強
化を図っていいるが、あわせて地域自
主防災組織の強化を図ることが必要で
ある。
開発造成時には、冠水回避の盛土レベ
ルの確保や雨水排水路の整備、排水機
場の増設等、一定の対策がとられてい
る。

総務

253 図書館 その他
郊外の高台地域に住居地を造成し、移
転促進をする考えはどうか。

提言として伺う。
総務

254 図書館 その他

防火水槽や消火栓の増設整備が必要で
はないか。

用水期は水利確保しやすいと思うが、
渇水期は課題が残り検討が必要であ
る。

総務

255 図書館 防災・減災

９・11豪雨の際の避難所は、地元の古
川第二小学校ではなく古川第一小学校
だったので、遠すぎる設定だと思う
が。

第二小の学校敷地の校門出入口等が冠
水したのと、当時工事を行っていたた
め、やむを得ず第一小としたものであ
る。

総務

256 図書館 防災・減災
防災行政無線が聞き取れない。 同様の声が多くあるので、検討してい

く。 総務

257 図書館 その他
側溝が狭くて深い箇所があり、地区で
の清掃管理ができないので対応願う。

現場状況を確認する。
建設

258 図書館 防災・減災

地区の一時避難所となっていた場所に
図書館が建設されたが、今後の避難所
はどうなるのか。

駐車場もあり、引き続き現在地（図書
館）で良いと考えるが、担当課に確認
をしてほしい。

総務

259 図書館 防災・減災

防災行政無線からの放送が聞き取れな
いので、有効な設備機能となるよう、
スピーカー性能の検証、定期的な維持
管理の徹底をしてほしい。

意見として伺う。

総務

260 図書館 公共交通

路線バス廃止で不便を来している。公
共交通でカバーできないか。

営業採算がとれず、廃止となってい
る。グループタクシーや福祉タクシー
等の利用も考慮いただくとともに、議
会としても検討をしていく。

総務

30 



№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

261 図書館 その他
図書館北側の市道の凍結対策は。 終日日陰になるので、凍結対策は考え

られている。 建設

262 図書館 その他
東側の道路拡幅整備はならないか。 地権者との同意が不成立である。平成

30年までの計画となっている。 建設

263 図書館 その他
防犯灯、街灯の増設をお願いしたい。 意見として伺う。

総務

264 図書館 その他
十日町交差点から南側方面の歩道整備
をしてほしい。

地権者との同意が整わない現状であ
る。 建設

265 図書館 その他

企業誘致に力を入れていないのではな
いか。特に、トヨタ関連企業の誘致が
ないが、どのように考えているのか。

古川地域小野の新鶴巻工業団地13.8ha
（工場用地11ha）は、大部分が農地で
あるため、その土地利用調整後に整備
着手する予定である。また、三本木地
域桑折の三本木スマートインターチェ
ンジ（SIC）東部工業団地6ha（工場用
地3ha）は、比較的小規模の工業団地整
備を予定している。議会でも雇用確保
に繋がるよう積極的に働きかけてい
く。

産業

266 図書館 その他

県大会規模のスポーツ大会が開催でき
るスポーツ公園の整備が必要であると
考える。

地域からの要望があることも承知して
いる。広大な用地面積や、建設費、維
持管理費等が必要となるため、十分な
検討を行っていく。

総務

267 図書館 その他

市議会議員の視察経費金額及びその成
果はどうなっているのか。

議会では、各委員会ごとに議員一人当
たり10万円以内で視察研修を行ってい
る。その結果は議会に報告し、市当局
の各種施策に提言を行っている。

議運

268 図書館 その他
大崎市の市税は県内で何番目か。 順位は承知していない。

総務

269 図書館 その他

図書館は「図書館等複合施設」の位置
づけとされているが、複合部分の機能
付けが弱い。今後の計画はあるのか。

当初計画では図書館の機能だけであっ
たが、市民要望等により複合施設とし
たものである。今後の活用を見ていて
ほしい。

総務

270 図書館 その他

先日、古川地域の市街地で熊出没情報
が出されたが、対応などの情報の出し
方について工夫が必要ではないか。

事実確認の仕方や情報周知のあり方な
どを検討すべきだと考える。 産業

271 図書館 その他

放射能汚染稲わらや汚染牧草につい
て、市では焼却処理を決定したのか。
議会ではどう議論されているのか。

宮城県内の市町村長会議が平成29年7月
に開催され、放射能指定廃棄物を保管
する自治体が地元の圏域ごとに焼却な
どの個別処理を進めることとする県の
新しい方針が合意されました。今秋に
も広域行政事務組合や自治体ごとに試
験焼却が始まる見通しで、県では来年
度からの本焼却を目指している。本市
では、5月に鳴子温泉地域の市有牧草地
約1,500㎡に約3ｔの汚染牧草をすき込
む作業を実施しているが、住民の理解
を得て安全を担保する仕組みを構築し
ながら焼却処分を進める必要があると
考えている。なお、議会や常任委員会
でも市民の不安解消に努めるため、処
理方針のあり方などについて継続的に
議論している。

総務・
産業

31 
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272 図書館 その他

昨年度は合併10周年で大きな事業費を
投入したが、費用のかけ過ぎではな
かったのか。

意見として伺う。今後の課題として受
け止める。 総務

273 図書館 その他

東西に長い本市の地形にあって、地域
間の利便の違い等、地域間の格差があ
ると感じるが、解消策をどう考える
か。

意見として伺う。今後の課題として受
け止める。

総務

274 宮袋 防災・減災

防災行政無線が聞こえない時にはどこ
に相談すればよいか。

市担当課（防災安全課）への連絡をお
願いする。また、緊急災害情報につい
ては、フリーダイヤル（0120－
600054）によるテレホンサービスの利
用も可能である。

総務

275 宮袋 防災・減災

防災行政無線について、地域住民を対
象に、１基ごとの聞こえる状態を確認
してほしい。

担当課と相談し、検討していく。

総務

276 宮袋 防災・減災

台風等の場合、防災行政無線は聞こえ
ないので、電光掲示にしてはどうか。
また、地域行事のお知らせには利用で
きないのか。

電光掲示は難しいと思われるが、メー
ル配信システムに登録しておくと放送
された内容の情報が入手できるので活
用してほしい。
なお、防災行政無線は地域イベントの
お知らせ等にも利用できる。

総務

277 宮袋 その他

古川地域で熊の出没情報があったが、
地区を具体的に知らせてほしい。

古川地域に出没後の目撃情報がないた
め消息は不明であるが、事実確認の仕
方や情報周知のあり方などを検討すべ
きだと考える。

産業

278 宮袋 公共交通

市内循環便は実証試験中ではあるもの
の、乗車率が悪いようである。高齢者
が利用しやすいようなルートの変更等
は考えていないのか。

10月まで実証実験は続けるので、10月
のダイヤ改正で調整していく。また、
ルートについては幹線バス路線から800
メートル以上となっているが、緩和策
を検討していく。

総務

279 宮袋 その他

道の駅計画があるようだが、渋滞が予
想される。その対応は。

防災拠点整備計画により、駐車場やト
イレの整備をすることで、国より1億3
千万円の交付金があり、右折レーンの
設置等により渋滞緩和を考えている。

総務・
建設

280 宮袋 その他
道の駅の運営について、まち協等を中
心にＮＰＯを立ち上げてはどうか。

ご意見の内容も視野に入れながら、検
討をしていく。 総務

281 宮袋 その他

免許センター東側の道路は、古川第4
小学校の通学路にもなっているが、冠
水がひどいので早急な整備してほし
い。

常任委員会で現地を調査し検討する。

建設

282 宮袋 その他
新興住宅地にゴミ集積所がなく困って
いるので、設置を望む。

担当課に伝えるとともに、検討してい
く。 総務

283 宮袋 その他
行政の市政懇談会を開いてほしい。 市へ申し入れをしてほしい。

総務

284 宮袋 その他

前田線（古川警察署前）の歩道橋の利
用者は少ないので、むしろ横断歩道を
設置してほしい。

調査検討していく。

総務

285 宮袋 その他

荒雄橋の老朽化がひどいが、整備計画
はどうなっているのか。

108号バイパスを優先しているようだ
が、今後も県に対し働きかけをしてい
く。

建設

32 



№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

286 西古川 その他

通学路の関係だが、道路が狭いと若
者がどんどん地域から出ていく。加美
町の消防署では、道路が狭いために現
地調査にも来ている。是非、市役所の
実態調査を行って頂きたい。

古川市の時代に道路基本計画を策定し
た。これ以降は、この計画に基づいて
住宅が建築されているが、既存の集落
は区画や道路が狭いままの状態であ
る。昔は市役所が買収などしたが、地
域で合意形成が出来れば担当課につな
ぎたい。飯川・耳取線の関係は、私も
現地調査した一人として、公安委員会
が認めてくれる幅は取れないが、電柱
は電力から移動についての了解を取り
付け、設計図面も作成して頂いた。た
だし、市からは地域・PTA などからの
要望を前提として、他地区の同様な整
備箇所もあるため判断に時間がかかる
との回答である。

総務・
建設

287 西古川 公共交通

地域内交通について、加美町からＪＲ
利用のために来る送迎車で渋滞が発生
している状況であるが、交通アクセス
の将来的な計画を教えてほしい。

公共交通では、加美町から古川の路線
やＪＲ 陸羽東線が重要なものになって
おり、将来的にもしっかり取り組んで
いかなければならないと考えている。
公共交通網形成計画では、市町村の区
域を超えるものについては県が取り組
むことになっており、県を初め、１市
４町でも取り組んでいきたい。議会と
しても安定的に利用できるよう、条例
化も考えながら、広域連携も含め、前
向きに取り組んでいきたい。

総務

288 西古川 公共交通

公共交通の計画では、市県国道が関係
するので、県も対応しなければならな
いということなのか。

地域内交通過疎路線への助成は国が
持っており、それに対して都道府県も
助成することになっている。

総務

289 西古川 その他

西古川駅から２００ｍ手前の信号機付
近でバスが乗停車している。なぜなの
か。

別途調査を実施する。

総務

290 西古川 その他

耳取行政区には防火水槽、消火栓が北
には３つあるが、南には１つもない。
要望しても整備されないので、是非、
再確認し対応してほしい。

消火栓は水道管も関係してくるので、
水道部を確認し、後日、調査する。

建設

290 西古川 その他

耳取行政区には防火水槽、消火栓が北
側には３つあるが、南側には１つもな
い。要望しても整備されないので、ぜ
ひ再確認し、対応してほしい。

水道部に確認するとともに、後日調査
する。

総務

291 西古川 その他

陸羽東線の鉄橋２本西側の堤防の一部
法面の影響により水が通らない。川の
流れが良くなれば決壊はふせげるので
はないか。

所管委員会で調査を行う。
一昨年の渋井川災害以来、県では多田
川ブロック河川整備について、河道掘
削工事・支障木撤去に対する整備計画
が示されている。また、他の会場でも
同様の意見があるので、意見を集約し
今後も働きかけていきたい。

建設

292 西古川 その他

氷室でも豪雨被害を受けた。河川に水
道管が通っているので掘削は難しいと
考えるが、迂回排水路の整備は出来な
いか。この件については、自宅敷地の
一部も提供するので考えてほしい。

私も当時現地を確認したが、確かに越
流している。自宅敷地提供の申し出も
あるので検討したい。
産業常任委員会でも現地調査させて頂
いた。なお、調査を行いたい。

建設

33 



№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

293 西古川 その他

渋川の堤防は県で管理していると思う
が、舗装して以来時間が経過し蒲鉾状
態になって危険である。（場所はカン
トリーに行く手前、渋川新橋から昔の
ながお養鶏場周辺道路）

常任委員会として今後調査を行いた
い。

建設

294 西古川 その他

河川整備では、さらに容積計算した整
備を行って頂きたい。渋川・多田川の
護岸工事は原状回復なので、今後絶対
に他地区でも被害が出ないように県に
働きかけて頂きたい。

全くその通りである。多田川は国管理
で、渋井川は県管理だが上流部分で最
大２ｍ６０ｃｍ程の段差がある。県に
要望したところ、国は十分な整備を
行っているが、県土木費の比率は下
がっている様だ。原状回復は行った
が、今後もさらなる整備を実施して
頂くように働きかけたい。
県の多田川ブロック河川整備計画では
３０年で整備する事になっていたもの
の、棚上げされてきた状況である。県
では新たに整備促進する計画を示して
きたので、これも棚上げされないよう
に議会でもしっかり議論していきた
い。

建設

295 西古川 その他

県の職員は２年程で人事異動し、約束
したことも反故されるので、地元で約
束したことは果たされるように働きか
けてほしい。

要望として伺う。

建設

296 西古川 その他

県と市の補助金で草刈りを行っている
が、高齢化で限界である。県にも要望
しているが、河川愛護には対応出来な
い状況なので一緒に要望してほしい。

岩出山地域真山地区でも中洲部分は草
刈作業をやらないようになった。一緒
に考えていきたい。 建設

297 小野 防災・減災

行政区長に対しては戸別受信機が配布
されたが、受信できない状況である。

外部アンテナを取り付ける必要がある
ので、順次対応している。 総務

298 小野 防災・減災

行政区長等に配備されている戸別受信
機の外部アンテナの取り付け時期はい
つごろになるのか。

該当者には既に文書にてご案内をして
おり、順次対応をしている。 総務

299 小野 その他

今年2月に拡張した道路工事に問題が
ある。冬期間の心配もあるので、再度
調整してほしい。

工事をして改善されたと認識していた
が、国土交通省と交渉の結果、良くな
いのであれば、ガードレールの設置を
求める。
なお、建設常任委員会で調査したい。

建設

300 小野 公共交通

バス停の場所が移動しており、不便で
ある。上りと下りの場所が異なってい
るので、元に戻せないのか。

担当課に伝える。

総務

301 小野 その他

斎場の場所はどうなっているのか。ま
た、場所の決定はいつごろになるの
か。

大崎地域広域行政事務組合で予定地を
絞り込みに入っているが、まだ決定さ
れていない。

総務

302 小野 その他
市営墓地裏の農道の状況が非常に悪い
ので、舗装への改修を望む。

現地は確認している。要望として伺
う。 建設

303 小野 その他

市のホームページから、区長が提出を
求められる各種報告書の様式をダウン
ロードできるようにしてほしい。

関係課へ伝える。

総務

34 



№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

304 鬼首 その他

鳴子地区の旧ウジエスーパー撤退後、
岩出山方面へ買い物に行く人が増えて
おり、交通弱者には負担であり買い物
弱者となっている。何らかの支援がで
きないのか。

鳴子温泉地域の買い物出来る場所が少
なくなって来ているのは事実であり、
今後、地区において住民の皆さんと対
策を話し合って行きたい。
また、鳴子まちづくり協議会で、買い
物弱者対策に取り組み始めていると聞
くので、今後何らかの動きがあるもの
と考えている。
民生常任委員会では、直接的に買い物
弱者の問題を議論した経緯は無いが、
今回の問題提起を受け今後議論を促進
したい。

民生

305 鬼首 その他

鳴子温泉鬼首地区の商店が減少してお
り、このままでは全て閉店し、ますま
す不便になることが予想され心配であ
る。自助努力にも限界があるので、何
らかの支援ができないか。

鳴子温泉川渡地区は、鬼首地区とほぼ
同じ状況で商店が減少しているが、川
渡地区公民館が平成27年5月から「川渡
マルシェ」を開催しており毎回活況で
ある。また、市でも空き店舗対策やイ
ベント開催、店舗のリニューアル支援
などの補助事業も実施している。中小
企業・小規模事業者支援、商店街活性
化支援などは議会でも度々取り上げら
れており、各地域商店街が活性化する
よう取り組んでいく。

産業

306 鬼首 公共交通

市営バスと地域内交通で運行時間帯が
かぶっているものがあり、無駄ではな
いか。
（例）市営バス田野原発 7:45→鳴子
分院着8:11、地域内交通 田野原発
7:49→鳴子分院着8:15

ご意見として伺うとともに、今後、地
区内での議論を深めていただくことと
したい。

総務

307 鬼首 公共交通

観光客を乗せた場合も運賃が片道一律
100 円となっているが、この運賃で存
続が可能なのか。

ご意見として伺う。

総務

308 鬼首 その他

JAいわでやまの金融移動店舗車の運行
が始まった。当地区ではあまり良い評
価は得られていない。一方、国でも移
動販売事業者等の買い物弱者対策支援
を始めたようだが大崎市においても取
り組むべきではないか。

提言として受け止め、今後、議論を深
めていく。

民生

309 鬼首 その他

鬼首地区民運動会の開催について、開
催場所の変更を防災行政無線で流そう
としたが、鬼首地区全域に流すには鳴
子総合支所に依頼しなくてはならない
とのことであった。事前の説明では可
能と聞いていた。鬼首地区について
は、鬼首出張所から地区内への放送が
できるようにしてほしい。

提言として伺うとともに、担当課に伝
える。

総務

310 鬼首 防災・減災

防災行政無線の音声が合成となってい
るが、人間の肉声の方が聞き取りやす
いのではないか。
また、防災行政無線については分らな
いことも多いので、本格運用が始まっ
たことを受けて、防災行政無線を活用
した防災訓練を企画してはどうか。

防災行政無線には、各方面から多くの
苦情、意見を頂いている。さまざまな
不具合への対応は、課題として取り組
んでいるところである。いただいた意
見は担当課に伝える。

総務

35 



№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

311 鬼首 防災・減災

防災行政無線について、我々の地区で
は問題なく、便利なものだと評価して
いる。聞こえ方の件は、どこにいても
同じように聞こえるはずはなく、住民
側の聞く努力も必要ではないか。ま
た、防災行政無線テレホンサービス等
のＰＲに努めるべきである。

ご意見について担当課に伝える。

総務

312 鬼首 公共交通

公共交通については、乗車率が重要で
ある。そのためには、通勤通学への利
用を促進するべきであり、率先して市
職員が公共交通を利用するようにはで
きないか。

提言として伺う。現在議論している関
連条例の検討事項としたい。

総務

313 鬼首 その他

以前、メール配信サービスを利用して
いたが、設定とは違った他の地域の情
報も着信するなど不具合が多かったこ
とから、仕方なく登録を解除した。改
善を求める。

担当課に確認し、改善を求める。

総務

314 鬼首 防災・減災

防災行政無線の放送が１回のみのとき
があり、内容を十分に聞き取れなかっ
た。必ず２度繰り返すようにしてほし
い。

システムの不具合として、担当課に改
善を求める。

総務

315 鬼首 防災・減災

川東生活センターが避難所兼避難場所
に指定されているが、土砂災害警戒区
域内にあり、洪水土砂災害時使用不可
となっている。どのような災害の際に
どこに避難すべきかを整理し、地区住
民へ正確に伝える必要があると思うの
で、改善してほしい。

担当課に伝える。

総務

316 鬼首 その他

山菜など農林産物の放射能汚染問題
は、その後どうなったのか。また、大
崎市は、定期的に放射能汚染状況を確
認しているのか。さらに、川のイワナ
の放射能汚染はどうか。

市内の山菜などの出荷制限について
は、こごみ・こしあぶら・たけのこ
（三本木地域）・たらのめ（野生）・
ぜんまい・わらび（野生）から基準値
を超える放射性セシウムが検出され、
国から出荷制限指示（わらびは出荷自
粛要請）が出されているが、正確な情
報は宮城県及び大崎市のホームページ
でも確認できる。また、天然イワナ
は、江合川のうち鳴子ダムの上流（支
流を含む）のものは国の指示に基づき
出荷制限されている。なお、市民持ち
込みによる食品の放射性簡易測定につ
いては、古川地域の中央公民館（放射
能測定室）と鳴子温泉地域の鳴子公民
館などで現在も継続して受け付けてい
る。

産業

36 



№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

317 鬼首 その他

鳴子温泉地域鬼首地区岡台付近に一時
保管されている汚染牧草は、今後どの
ようになるのか。いつまでもあの状態
では良くないのではないか。

宮城県内の市町村長会議が平成29年7月
に開催され、放射能指定廃棄物を保管
する自治体が地元の圏域ごとに焼却な
どの個別処理を進めることとする県の
新しい方針が合意されました。今秋に
も広域行政事務組合や自治体ごとに試
験焼却が始まる見通しで、県では来年
度からの本焼却を目指している。本市
では、5月に鳴子温泉地域の市有牧草地
約1,500㎡に約3ｔの汚染牧草をすき込
む作業を実施しているが、住民の理解
を得て安全を担保する仕組みを構築し
ながら焼却処分を進める必要があると
考えている。なお、議会や常任委員会
でも市民の不安解消に努めるため、処
理方針のあり方などについて継続的に
議論している。

総務・
産業

318 鬼首 その他

鬼首地区にも空き家が増えている。早
急に対策が必要と思うが、市はどのよ
うな対策を考えているのか。危険な空
き家も散見され、市の対応が求められ
ている。

対策に関する法律が制定され、関連条
例の整備も完了している。対策の必要
な空き家の把握も区長さん方の協力で
進んでいるようである。
対策としては2 つの方向性があり、一
つは、利活用可能な空き家に対するも
ので、空き家バンク等を通じて利用し
たい方に空き家情報を提供するという
もの。もう一つは、利用できない危険
性の高い空き家（特定空き家）につい
て、所有者に必要な改善を助言・指
導、勧告、命令するというもの。しか
し、実際には、所有者に連絡が付かな
い事や、相続のトラブルなどで空き家
対策は進んでいない。提言として受け
止め、担当課に対処を求めて行く。

総務

318 鬼首 その他

鬼首地区にも空き家が増えている。早
急に対策が必要と思うが、市はどのよ
うな対策を考えているのか。危険な空
き家も散見され、市の対応が求められ
ている。

対策に関する法律が制定され、関連条
例の整備も完了している。対策の必要
な空き家の把握も区長さん方の協力で
進んでいるようである。
対策としては２つの方向性があり、１
つは利活用可能な空き家に対するもの
で、空き家バンク等を通じて利用した
い方に空き家情報を提供するというも
の。もう１つは、利用できない危険性
の高い空き家（特定空家）について、
所有者に必要な改善を助言、指導、勧
告、命令するというもの。しかし実際
には、所有者に連絡が付かないこと
や、相続のトラブルなどもあり、空き
家対策はあまり進んでいない。提言と
して受け止め、担当課に対処を求めて
いく。

総務
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№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

319 鬼首 その他

このような議会報告・意見交換会は有
意義だと考える。一歩進めて、この地
区の将来像、特に若者の定住に必要な
雇用の場を如何に確保するかというよ
うな、夢のある話題を議論する場が必
要だと考えるがどうか。

若者定住や雇用確保対策は、大変重要
な課題だと認識している。産業政策全
般でも大崎市の活性化に繋がるように
議会からも積極的な提案をしていく。
また、議会報告・意見交換会以外でも
要望があれば常任委員会として意見交
換を開催したいと考えている。

産業

320 鬼首 その他

市民病院本院での対応についてです
が、紹介状を持参して診察を受けに
行ったものの、次回の診察の予約のみ
で、何ら診察が為されないケースが
多々あるようで、不評が寄せられてい
る。せっかく本院にかかることになっ
たのだから、初診日からしっかり診察
してほしい。

提言として受け止める。

民生

321 鬼首 防災・減災

防災行政無線の難聴対策はどこまで進
んでいるのか。鹿島台地域は全戸に戸
別受信機を配備しているようである
が、鬼首地区ではまだまだ聞こえない
世帯があり、対処を急いでほしい。ま
た、戸別受信機を設置する場合は、寿
命が来ればその都度多額の予算が必要
になるので、必要と思う方に有償で頒
布するべきと考えるが、どうか。

提言として承るとともに、担当課に伝
える。

総務

322 鬼首 その他

山菜やきのこを収穫した際、放射能検
査を受けたいのだが、市が行っている
検査では粉々にしてしまうため、希少
なきのこなどは持ち込むことができな
い。岩出山地域のあ・ら・伊達な道の
駅に非破壊型の放射能検査器が導入さ
れたと聞いて、検査をお願いしたもの
の断られた。道の駅に出荷するもの以
外は検査をしない方針とのことであっ
たが、是非、一般からの検査依頼も受
け付けてほしいのだが。

大崎市では、市民持ち込みによる食品
の放射性簡易測定については、古川地
域の中央公民館（放射能測定室）と鳴
子温泉地域の鳴子公民館などで現在も
継続して受け付けているが、３ＪＡに
導入されている放射能検査器でも簡易
測定する事ができる。ただし、販売目
的のものや市販品は対象外であり、測
定する食品500グラム以上を水洗い後に
みじん切りする必要がある。岩出山地
域のあ・ら・伊達な道の駅の放射能検
査については、ご提言として受け止め
る。

産業
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№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

323 鬼首 その他

先頃策定された新大崎市民病院改革プ
ランでは、鳴子温泉分院の病床を現在
の130 床から40 床へ削減することと
しているが、それは、国の方針に従っ
て入院患者を在宅へ戻すことが主な内
容と聞く。しかし、在宅医療は、訪問
診療がメインと考えるが、この地区に
はその受け皿となる医療機関・医師が
いない。新大崎市民病院改革プランの
説明会の際に、鳴子温泉分院の院長
が、分院としてはその役割を十分には
果たせないと明言していた。このまま
では医療難民が発生すると考えるがど
のように進めるのか。

プランでは、削減の対象の多くは療養
病床であることから、病床削減の前提
として「地域包括ケアシステム」の構
築を進めるとしている。しかし、実態
として「地域包括ケアシステム」の構
築は道半ばであり、本年度中に療養病
床40 床を削減することはご指摘の通り
問題があると考える。
従って、議会としては、平成29 年度大
崎市病院事業会計予算に対する附帯決
議を全会一致で可決し、その中で、以
下の二点を予算執行上配慮することを
求めている。
１ 自治体病院として地域医療を守る視
点から、３分院１診療所の役割の強
化、本院との連携及び医療サービスの
向上を通じて、利用者となる市民に信
頼され、より親しまれる医療機関とな
るよう経営努力をすること。
２ 「新大崎市民病院改革プラン」の見
直しを行い、その実施計画となる「病
院ビジョン」の策定に当たっては、地
域包括ケアシステムの確立が前提とな
ることから、地域の実情を的確に把握
するとともに、市民の不安解消のため
に十分な配慮を行うこと。
この様に、議会としても強い危機感を
共有しており推移を注視している。

民生

324 鬼首 その他

市町村設置型浄化槽整備事業がなかな
か進んでいない。汲み取りトイレでは
「怖い」と言って孫が帰省しないとい
う笑えない話もある。過疎地域（特
に、真山、鬼首地区）での普及を促進
するために過疎債を活用できないか。

要望として受け止める。

建設

325 鬼首 その他

子ども議会などを通じて未成年、若年
者への政治的関心を高める活動を活性
化すべきである。
18 歳選挙権が施行されて1 年が経過
するが、議会としての取り組みが見え
ない。議会として、積極的に取り組む
べきではないか。

市議会を身近に感じていただく取り組
みとして、高校生の議会傍聴の受け入
れを行っている。このような取り組み
を通じて、政治への関心を高めていた
だきたいと考えている。
今後も、特に若年層の議会傍聴の増加
を図るべく、傍聴に関する情報を積極
的に発信していくとともに、議会報
告・意見交換会への若年層の参加増の
ための取り組みを検討していく。

議運

326 鬼首 その他

大崎市議会議員の平均年齢を計算する
と66.5歳となっている。来年の改選時
点で20代0人、30代0人、40代1人、50
代1人、60代以上が28 人という現実を
憂いている。やりたい人よりも、出し
たい人が出れる仕組みを作る必要があ
るのではないか。その一つが、地方議
員の厚生年金加入だと考えるが、国を
動かし制度を早急に整備すべきだ。

提言として受け止める。

議運
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№ 会場 テーマ 質問・意見・要望の要旨 回答の要旨
所管

委員会

327 鬼首 その他

新市建設計画で、本庁舎を新規に建設
することとしていた経緯は理解してい
る。合併の総仕上げとの思いは分かる
が、合併から10 年以上が経過し状況
も変わった。1,302 億円にのぼる起債
残高があることも加味し、議会におい
て是非をしっかり議論してほしい。

提言として受け止める。

庁舎
建設
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◆提言書としていただいたご意見等

№ 会場 テーマ 提言内容
所管

委員会

1 鬼首 公共交通

高齢者社会、学校、病院、通院でぜひ必要です。ただ現在は、空きバス
が多いので、走れば良いのではない。間引きを考えないと、この先が不
安です。本当に必要な時間を調査してください。必要以外は、運行しな
い方法を考えて下さい。

総務

2 鬼首 防災・減災

九州の大雨被害は大変なもの。鳴子ダムで止まるかもしれないが、まず
国土交通省へ樹木の雑木撤去など河川整備を急ぐようにしてほしい旨、
申請を。また、県のほうへ、轟から谷地まで実施するよう申請をしてほ
しい。雑木が川いっぱいで増水時は大変と思っている。

建設

3 鬼首 防災・減災

平成８年８月の大地震で、岩入、鎌内沢を歩いたが、驚くことに保呂内
との峠付近の地割れはひどいもので、大雨での災害は必ず起きる。各地
域の沢はどうなってるか。住民が知らないでは困る。各堰堤はもう満
杯。昭和30年時のような整備が必要、国に呼びかけを。

建設

4 鬼首 公共交通 高齢化に伴う買い物弱者の利便性。 総務

5 鬼首 防災・減災 ①無線放送は2回。②避難場所の確定 総務

6 鬼首 防災・減殺

鬼首地区の高齢化率は47％であり、近い将来から超高齢化地域になるこ
とは、間違いのない現実です。よって、地域住民が安心して生活できる
環境づくりが特に重要な課題と思われます。
・火災等有事の場合の初期消火、初動作業への体制強化を図る。
・消防車両が到着するまでは時間がかかる地域から、安定した消防団員
の確保を図る。

総務

7 鬼首 その他

救急車の運行について、到着まで時間がかかるので、受け入れ病院が決
定しなくとも発車してもらいたい（遠距離地域）。時間ロスの解消。
ドクターヘリの運航時間帯（10：00～16：00）を改善してもらい利便性
を高めてほしい。併せて、中心部へ、ヘリポートを設置してほしい。

総務

8 鬼首 その他

メガソーラー業者から、当初の一回のみの説明会で以後何の説明もな
い。本当に作るのかどうか不安に思っている方も多いので、何かの機会
を設けていただく必要があると思う。一般住民では、この件についてど
こが窓口かも知らないので。

建設

9 鹿・公 公共交通

鹿島台から古川へ行く交通手段は、電車とバスとなりますが、バスを利
用している知人のお話を聞く機会もありました。市民病院までは美里か
らのバスで行く話を聞きました。時間が結構かかるようで、私は利用し
たことはありませんでしたが、もっと早く行けると便利かなと思いまし
た。

総務

10 鹿・公 その他

あと、鹿島台から松山へと行くメイン道路(19号線）が1車線で歩道がな
く自転車や歩いていく方が危ないのではと子供のころから思っていま
す。せめて歩道ほしいかなと。自転車などで松山に行く学生さんや逆に
鹿島台に来る方など車ではない場合、あの道を通るかと思いますが、安
全に行き来できる道（歩道）必要では。

建設

11 鹿・公 防災・減災

鹿島台は、水害が心配だったりします。昔の水害の写真を見る機会が以
前あり、驚きました。新しく引っ越してこられたご家族や若者など、ど
のくらい水害で気を付けないといけない地区などあるかわからないので
はないか。また、雨がたくさん降った時どうすべきか。昔から住んでい
る方とのつながりで聞けるといいですが。

総務

12 鹿・公 その他

鹿島台の図書館がもっと大きくなるといいなと思います。窓がほしいで
すね。小学生や中学生、高校生も勉強できるような１人ずつ座れるス
ペースあるといいと思います。子供のころ、みちのく路温泉におばあ
ちゃんやおじいさんと来ましたが、また使えるようにはならないもので
しょうか。

総務・
産業
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№ 会場 テーマ 提言内容
所管

委員会

13 志田公 防災・減災 冠水地帯解消のため、河川整備を早期に（渋井川） 建設

14 志田公 その他 安全な通学路確保のための踏切整備（市道飯川～耳取線） 総務

15 西古公 その他

昨年の要望書提出の件で、新堀～荒町線の現地観察調査などを、本年で
きましたらよろしくお願いします。実施される場合に30分から１時間く
らいの時間を配分してほしいです。

建設

16 清滝公 公共交通

交通弱者の対策を考えてほしい。地域交通、デマンド交通を考え直し旧
古川地区で対応していただきたい。 総務

17 清滝公 公共交通
自宅の玄関より古川市内の病院等への公共福祉交通を早急に検討してほ
しい。 総務

18 清滝公 その他 ワークショップ等に若い人々を集める。 総務

19 清滝公 公共交通 地元住民の要望に沿うようにしてください。 総務

20 清滝公 公共交通 交通弱者の恒久的対策を。 総務

21 清滝公 公共交通 路線バスを廃止して、その予算をデマンドに回したらどうでしょうか 総務

22 清滝公 防災・減災

防災無線で何を放送されたか全く聞こえない場所が数多くあり、災害時
に役に立たないのでは意味がないので、対処法はないのでしょうか。ま
た、防災無線が聞き取れているかどうかアンケートをとってみてもよい
のではないでしょうか。

総務

23 清滝公 その他

道路整備、また道路にはみ出た木が交通のさまたげになっている。パト
ロールをして環境整備してほしい。 建設

24 志田東 公共交通

高齢化に伴いバス停からだけの昇降ではなく、必要とする家庭の前から
昇降できるような取り組みをしてもらうことはできないでしょうか。 総務

25 志田東 防災・減災

屋外拡声子局（スピーカー）について、屋内にて正午のチャイムは聞き
取れますが、それ以外にスピーカーから流れてくる音声は内容がはっき
り聞き取れませんので一考を。

総務

26 志田東 防災・減災

正午の音楽、人にやさしい音色と音量、曲を選んでほしい。頭にガツン
とくる恋は水色です。可能であれば、正午の放送はないほうが良い。 総務

27 図書館 その他

公共交通網の整備、充実はとてもありがたいです。一方で歩行者、自転
車利用者にとっても使いやすい道路の整備をお願いします。（歩道、横
断歩道、信号設置）

総務・
建設

28 図書館 防災・減災
防災無線が聞き取れません。改善をお願いします。

総務

29 図書館 その他

公園が少ないので設置を検討していただきたいです。
宮城は肥満率ワースト県。その中で大崎市はさらに肥満傾向児が多い。
小学生の遊具での事故が多くなっています。学校遊具の老朽化、撤去な
どにより、遊具の利用機会が減っている。運動能力低下、運動機会の減
少。

総務・
建設

30 図書館 その他 出没熊など、正確な情報をお願いします。 産業

31 図書館 防災・減災

古川桜の目用水路からの冠水で、家の前まで水がきた友人がいて、用水
路に柵を付けてほしいと思いました。よろしくお願いします。 建設

32 図書館 その他

公園の整備と衛生面での強化。
防犯面でトイレの近くに防犯カメラを付けてほしい。子供たちが犯罪に
巻き込まれないような環境、目が行き届くような公園を作ってほしいで
す。

建設

33 図書館 公共交通 ライドシェアーを導入しては。 総務
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№ 会場 テーマ 提言内容
所管

委員会

34 図書館 防災・減災

地域の防災マニュアルを検討しては。それを見て対策をたてたり、現場
を見てはいかがか。 総務

35 図書館 その他

議員さんと、区長さんの話し合いの場を設けてはいかがでしょうか。た
くさん要望、より深いご意見が出るのでは。 議運

36 図書館 防災・減災

地震、大雨等で人の命に係わる場合、人命救助として防災無線を活用し
て行っていただきたい場合、どこへ電話し、具体的にその中身（名前、
場所、地域他）をどのように伝えればよいかを防災マニュアルに記載し
て市民に伝達してはどうか。
また、人災、災害（地震、大雨他）で一方通行で無線で伝えるのではな
く、市民とのキャッチボールで連携を持って取り組んでみてはどうか。
可能なら遂行してほしい。

総務

37 図書館 その他

市内の人口流出を防ぐための対策として、魅力ある市づくり、あるいは
文化面などについて次回に述べてほしい。なければ結構ですが過疎化し
ているので活性化に向け取り組んでほしい。

総務

38 図書館 公共交通

単身者世帯や弱者の方のために停留所はわかりやすいように設置してい
ただければよいかと思います。調査から見直し計画まで経過を見ながら
実施しているのはもちろんのこと、長期での調査経過をお願いしたいと
思います。

総務

39 図書館 防災・減災 地域的での防災訓練も年に１、２回は実行することを望みます。 総務

40 図書館 公共交通

高齢者等交通弱者に対して配慮した交通対策をお願いしたい。金のかか
ることと思うが、頭を使って知恵を絞って対応を考えていただきたい。 総務

41 図書館 防災・減災

これまでは震災を主眼としてきたと思うが、現状異常気象による洪水被
害が心配されます。日本全国どこで発生してもおかしくない現状、災害
を想定した避難訓練等の対応を至急実施すべきと考えます。

総務

42 図書館 その他

図書館の開設があり非常に喜んでいるところですが、このような施設の
有効活用といった点で少し疑問に思っているところがあります。吉野作
蔵記念館、パレット大崎、市民プール、体育館等、当初の構想に対して
現状の機能を検討した場合の問題、今後の課題を明確にして対応願いた
い。

総務

43 図書館 防災・減災 古川第二小学校を地震、水害時も一時避難所として指定してほしい。 総務

44 市役所 公共交通
高齢化が進んでいます。市民病院の通院バス運行でなく、市内の病院、
買い物にも便利なバス利用ができるよう議論していただきます。 総務

45 市役所 防災・減災

・デジタル防災行政無線について、情報がよく聞こえるような屋外ス
ピーカーをつけてほしい。市民の人命救助の有効性を考えてほしい。
・東日本大震災での被害住宅、空き家対策を至急取るように。

総務

46 市役所 その他

十日町～荒川地区の県道ですが、歩道のない場所がありますので歩道を
作ってほしい。十日町の七十七銀行の交差点、交通事故防止のためにも
至急作ってほしい。

建設

47 市役所 その他

放射能廃棄物処理は、住民の安全な生活を第一優先で考えてほしい。焼
却処理等は危険であり、安全な管理を目指して頑張ってほしい。東京電
力、政府への責任追及をゆるめないで。

総務

48 市役所 防災・減災

大江向を南北に流れる用水路が陸東の線路下を通っているが、今は下水
道課とＪＲとの管理となっているが流水がうまくいかず、どぶになって
いる。

総務・
建設

49 市役所 その他

上古川の水道事業裏の細い道路は、毎日、車のすれ違いが難しい状態で
ある。 建設

50 市役所 防災・減災 無線調整音が大きい。この間の市役所防災無線誤りの件。 総務
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51 市役所 その他 第一小学校の通り橋を直す。 建設

52 市役所 その他 十日町（マルタニ）付近へ歩道をつけてもらいたい。 建設

53 市役所 その他 焼却灰の件について十分検討の上、進めてほしい。 総務

54 市役所 公共交通

・市民バス運行区域内の宮城交通バスとの運賃の統一。
・運行ルートや時間帯の見直し停留所を大型店、ホームセンター内に。
・市民バスの運行の目的を明確に、買い物弱者対策、病院通院ルート、
観光客のためのルート、交通弱者対策等。
・土日運行の検討。ミヤコーバスの運行が極端に少ないので。
・市民が市民バスを大切にして育てていく必要があるのではないか。

総務

55 市役所 防災・減災

・放送内容が聞き取れないので、防災行政無線の活用方法を再検討して
ほしい。重要な放送の場合は、最初のサイレン等の音量で。
・老朽化した住宅空き家等の対策が必要ではないか。
・想定外の災害が異常気候のせいで多発しているので、大崎市独自の防
災、減災対策が必要ではないか。

総務

56 市役所 その他
市役所周辺、旧市立病院跡地の今後活用方法を周知してほしい。 総務

57 市役所 公共交通
高齢者の生活利便性を高める方策として、タクシーの利用も考えられる
のではないか。

総務

58 市役所 防災・減災
独居世帯の安全の確保を検討してほしい。空地、空き家対策を検討して
ほしい。

総務

59 富永 公共交通
富長西では27名がタクシー券を申請し認められました。今後もよろしく
お願いします。

総務

60 富永 防災・減災 老人１人暮らしの避難等について対策を。 総務

61 富永 その他

農協の支店、近々、小学校もなくなり、地域活性化対策が必要である。
市中心部の活性化だけでなく、周辺地がますます元気がなくなるので、
どうしたら良いか、大きな課題である。

総務

62 富永 その他

自転車が車道通行となっているが、歩道の一部を通行可としてほしい。
年寄り、若者、子供（通学）が危険である。
交通信号のコンピューター化を進めてほしい。車の流れを阻害して渋滞
の原因となっている。

総務

63 富永 防災・減災

・防災マニュアルの策定、市民・地域防災組織への周知徹底をお願いし
ます。
・災害時の役所との連絡が防災無線だけで間に合うのか。市役所への連
絡網が不明。

総務

64 小野 その他

高齢者の交通事故防止対策として、運転免許証返納があげられますが、
小野地区等は自家用車がないと生活できないのが現状です。将来を見通
した対策をお願いします。例えば、自動運転可能車に対する補助、タク
シーチケットの補助など。

総務

65 小野 防災・減災 防災計画を具体的なものにしてもらいたい。 総務

66 小野 その他

新鶴巻工業団地について、調整池を作るとのことですが、降雨量を十分
検討してほしい（最近のゲリラ豪雨等の報道を見て）。また、地域との
触れあうような広場等を作ってはどうか。

産業

67 宮袋 その他
鳴子地区の森林の手入れ状況を調べてください（九州の災害の例か
ら）。

産業

68 宮袋 その他
図書館、公民館、教育委員会で管理している「古文書」「古典」の状況
がわかるようにしてください。 総務

69 敷玉 その他 ＪＲのトレーラー、ルート変更の件。 総務

70 東大崎 公共交通

市街地については循環便、シャトル等実施されてよかったと思います。
郡部のほうについての交通弱者、高齢者向けの乗合デマンド等の要望を
集約する必要がある。

総務
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71 東大崎 防災・減災 防災無線、市広報が聞こえにくい。 総務

72 東大崎 公共交通

国道47号線のセブンイレブンの所にある信号機に、台所線へ曲がる右折
の矢印信号機をつけていただきたい。大きな事故が起きる前に、早速つ
けていただけるよう要望します。

総務

73 東大崎 防災・減災
防災無線から流れる言葉は聞き取れません。緊急時などの場合は、サイ
レンのほうが聞き取りやすいため、サイレン等にしていただきたい。

総務

74 東大崎 その他

大西団地北側堤防にある桜の木に、カラスが巣をつくり、朝晩屋根や植
木にとまりふんをしていったりと迷惑しています。４月に害鳥駆除して
いますが、１カ月もたたないうちに、また巣をつくっているようです。
何か良い案はないでしょうか。

産業

75 東大崎 公共交通 バス停の場所がよくわからない。 総務

76 東大崎 防災・減災

区長に戸別に預かっている防災無線の受信機、アンテナの位置なり設置
場所等。 総務

77 東大崎 その他
街灯のＬＥＤ化。小学校の統合について説明会はあったが、その後報告
もない。

総務

78 東大崎 その他
向三丁目に行き来するための橋の修理とか、流木の撤去を考えてほし
い。

建設

79 南コミ その他

古川ＩＣ～三本木ＰＡスマートＩＣの間の、緊急車両しか出入りできな
い箇所の活用について話したかったのですが、大江川のことばかりで話
すことができなかった。

総務

80 南コミ 防災・減災

防災士資格取得について直接お聞きしたかったのです。
総務

81 南コミ その他
今回は一つの河川の話ばかりで一部の人たちだけの話で終わった。町内
会単位で交換会してほしい。もっと細かく座談会をしてほしい。 総務

82 南コミ その他

中里地区は特にヨークベニマル等の設置（建設）に伴い交通量が増加。
通学路を時間指定許可のない車がものすごいスピードで通っていく。警
察との連携を。

総務

83 南コミ その他

中里地区全体的にヨークベニマル等の建設により、車の通りがとても多
くなっております。私たちが地区との協力のもと看板を昨年設置しまし
たが、まだまだ改善するところがあります。カーブミラー等の設置、止
まれなどの標識など。

総務

84 南コミ その他

古川第三小学校ＰＴＡ会員として、子供たちが安心して学校に行けるよ
うに、まずはしっかりと現状を確認していただきたいと思います。
①学校の周りにある川と校庭の間に柵を設置の検討。
②３９人（１クラス）に扇風機の設置の検討。１台は学校内で準備しま
したが、後ろまでは風が届いておらず、生徒の体調悪化。
③職員室の劣悪な環境にあり、職員の方々が職務に支障をきたしてい
る。網戸または、空調設置の検討。

総務

85 南コミ 防災・減災 水害対策、防災無線の不具合等、具体的に前進してほしい。 総務

86 南コミ 防災・減災

大江川の溢水（常襲地域）は長年の課題であるので、抜本的解決をお願
いしたい。 建設

87 南コミ 防災・減災 ハザードマップを全戸に配布していただきたい。 総務

88 南コミ その他

放射能ゴミの焼却は、放射能の拡散につながるのでやめていただきた
い。農林水産省が保管に補助金を出すとのことなので、それを活用して
安全な保管に努めていただきたい。

総務

89 南コミ 公共交通
病院、図書館を回ることを知りました。今は必要とせず注意してません
でした。今後、考えていきたい。

総務

90 南コミ 防災・減災 防災、水害対策等、日頃から気をつけたいと思う。 総務
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91 岩出山 防災・減災 防災無線聞き取りにくいが、改善方法は。 総務

92 岩出山 その他
高齢化時代を迎え、健康老人を多くするため、各地区の老人たちに軽い
作業を与えてはどうか。たとえば公園の除草等。 民生

93 岩出山 公共交通
70歳以上の人口は、５年後1,220人、10年後1,060人と増えてきます。公
共交通利用者が多くなるのではないか。 総務

94 岩出山 防災・減災
防災行政無線の設置は大変よろしかったですが、大雨の場合は聞こえな
い。 総務

95 岩出山 その他

・社会福祉センター裏の堤防が切れている（矢切橋）。大雨の場合、堤
防より支所前、東川原町地区に水が流れ込みますので、堤防のかさ上げ
お願いいたします。
・新橋のＪＲ踏切排水口の飲み口がせまいので、大きい排水口の交換を
願いいたします。

建設

96 岩出山 公共交通

自家用車の時代でバス利用者が少なくなり、路線も減少していることか
ら、困っている高齢者がいる。
例えば、地域のボランティアによる小型バスの活用なども考えてはどう
かと思う。

総務

97 松・老 その他
川の上にかぶせたアスファルトくずれ穴があいた。

建設

98 松・老 その他
バックミラーの不鮮明なものの交換してもらいたい。

総務

99 松・老 公共交通
公共交通はデマンドタクシー使いにくいという意見が多い。巡回バス併
用なども考えてはどうか。 総務

100 松・老 防災・減災 ハザードマップの各戸配布（関係分のみ）。 総務

101 松・老 その他

児童館の設置を市に要望しているので、ぜひ力を貸してください。2025
年問題、病院改革、介護施設への入居など大きく変えられる。問題が多
いのでＰＲをきちんとすべき。

民生

102 松・老 公共交通 土・日・祝の運行も検討してほしい。 総務

103 松・老 防災・減災
防災無線が聞こえにくい。防災メールを引き続き継続してほしい。

総務

104 松・老 その他
東部障害者地域活動センター、西部障害者地域活動センター利用者送迎
サービスについて実施してほしい。

民生

105 松・老 公共交通 タクシー券、補助金制度があるのでは。 総務

106 松・老 防災・減災
平成29年度は消防団とも一緒に活動できました。 総務

107 松・老 その他 街路灯問題について。 総務

108 松・老 公共交通

松山からは病院へ行く目的に使いたいと思うが、バス時間が、病院の検
査等に間に合わず、松山中心部から7,000円以上のタクシー代かかる。
栗原市からの市民バスは、市民病院８時30分前に到着の２本だが、診療
を受ける病人にとっては都合の良い時間だと思う。目的にあった時間設
定してほしい。美里町のバスも本数が多い。

総務

109 松・老 公共交通

地域内移動に係わる費用を安くできないか。各町内拠点何カ所かに集合
場所を決め、集合時間帯もリアルタイム統計を取り、公の補助金を少な
くともできる仕組みを作ること。いろいろな意見を聴取し、一番可能な
解決策を検討されたし。

総務

110 松・老 防災・減災

・地域内での連絡網を作り、相互に助け合いできる仕組みを作る。
・高齢者宅への声掛けを誰がどのような手段で行うのか、地区ごとに決
めて実行する。 総務
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111 松・老 その他

１人暮らしの高齢訪問、声掛けをどのような方法でやればよいのか他府
県の事例を是非ご紹介していただきたい。皆さんの意見は意見として実
行可能かどうか十分に検討したうえで進めていただきたい。なお、質疑
に対しても納得のいく説明をされたい。

総務

112 松・老 公共交通

公共交通は、高齢弱者にとって生活環境にやさしい生き方に欠かせない
ものとしての施策であります。公共交通は、いまだに市民が希望してい
る答えになっておらず、大崎市周辺の自治体である美里町、石巻市、登
米市、栗原市の地域では、100円住民バスが運行され、高齢者が望む交
通形態が進んでおります。なぜ、大崎市は一律料金バスが運行できない
のか。同じ市民であり、市民税も支払っている中、古川のみが改善され
松山は何かと不便さを感じ取っている。

総務

113 松・老 防災・減災

昨年は、風水災害として県内多数の台風が上陸傾向にあり、大崎市松山
地域も避難誘導における指導が示される中、行政と行政区を含む防災の
強化が必要であり、防災システムマニュアルを早急に作成すべきであり
ます。

総務

114 松・老 その他 松山駅前に早く商業誘致進めてほしい。高齢者が助かる。 産業

115 宮沢 その他

川熊地区のＮＴＴ変電所から南側に向けての現在の舗装は、大分傷んで
おります。現場をできるだけ早くみていただいて、新たに改修してほし
いと思っております。

建設

116 三本木 公共交通 市民病院経由の便を増やしてほしい。バスダイヤの改正を願う。 総務

117 三本木 防災・減災
区長等に配布されている防災受信機が聞こえるかどうかは不明なので、
是非テスト放送をしてほしい。日時指定で何回か実施してほしい。

総務
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◆参加者アンケート集計表，アンケートでのご意見等

回収率 68.2%

区　分 回答者数 構成比(%) 区　分 回答者数 構成比(%)
古 川 204 62.8 鳴子温泉 25 7.7
松 山 24 7.4 田 尻 20 6.2
三 本 木 5 1.5 無 回 答 0 0.0
鹿 島 台 30 9.2
岩 出 山 17 5.2 合 計 325 100.0

区　分 回答者数 構成比(%)
男 251 77.2
女 62 19.1

無 回 答 12 3.7
合 計 325 100.0

区　分 回答者数 構成比(%) 区　分 回答者数 構成比(%)
10 代 0 0.0 60 代 163 50.2
20 代 0 0.0 70 代 86 26.5
30 代 6 1.8 80代以上 19 5.8
40 代 9 2.8 無 回 答 6 1.8
50 代 36 11.1 合 計 325 100.0

区　分 回答者数 構成比(%) 区　分 回答者数 構成比(%)

広報おおさき 140 34.0 その他 35 8.5

まち協
支所だより

43 10.4 無回答 6 1.5

チラシ
（議員・区長）

172 41.7

市議会
ホームページ

16 3.9 合　計 412 100.0

区　分 回答者数 構成比(%) 区　分 回答者数 構成比(%)
わかりやすかった 160 49.2 無回答 34 10.5
どちらともいえない 121 37.2
わかりにくかった 10 3.1 合　計 325 100.0

問３　意見交換会のテーマとすべき内容（別紙参照）

区　分 回答者数 構成比(%) 区　分 回答者数 構成比(%)
平日の昼 31 9.5 土日の夜 40 12.3
平日の夜 212 65.2 無回答 19 5.8
土日の昼 23 7.1 合　計 325 100.0

問１　議会報告・意見交換会を何で知りましたか（複数回答可）

平成29年議会報告会　参加者アンケート集計表

　回答者数325／参加者数476×100　

○お住いの地域

○あなたの性別

○あなたの年代

問２　議会報告会の内容について　　※今後に希望する内容（別紙参照）

問４　開催日は次のどれが希望ですか
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【地域別】
地域名 回答数 平日昼 平日夜 土日昼 土日夜 未回答
古川 204 20 123 17 32 12
松山 24 1 14 2 4 3

三本木 5 0 5 0 0 0
鹿島台 30 5 19 2 1 3
岩出山 17 0 14 1 1 1
鳴子温泉 25 2 23 0 0 0

田尻 20 3 14 1 2 0
合計 325 31 212 23 40 19

区　分 回答者数 構成比(%) 区　分 回答者数 構成比(%)
長かった 9 2.8 無回答 44 13.5

ちょうど良かった 249 76.6
短かった 23 7.1 合　計 325 100.0

区　分 回答者数 構成比(%) 区　分 回答者数 構成比(%)
思う 252 77.5 無回答 33 10.2

思わない 2 0.6
わからない 38 11.7 合　計 325 100.0

問７　市議会だよりについて
（１）市議会だよりを読んでいますか

区　分 回答者数 構成比(%) 区　分 回答者数 構成比(%)
読んでいる 276 84.9 無回答 32 9.8
読んでいない 17 5.2 合　計 325 100.0

（２）市議会だよりのどの部分を読んでますか（複数回答可）
区　分 回答者数 構成比(%) 区　分 回答者数 構成比(%)
一般質問 208 51.0 その他 21 5.1
議案質疑 137 33.6 無回答 48 11.8

委員会活動 131 32.1 合　計 408 100.0

区　分 回答者数 構成比(%) 区　分 回答者数 構成比(%)
よく見ている 31 9.5 無回答 40 12.3
たまに見る 95 29.2
見ていない 159 48.9 合　計 325 100.0

区　分 回答者数 構成比(%) 区　分 回答者数 構成比(%)
よく見ている 29 8.9 無回答 39 12.0
たまに見る 62 19.1
見ていない 195 60.0 合　計 325 100.0

問１０　市議会への意見・要望等　（別紙参照）

問５　開催時間はどうですか

問６　今後も参加したいと思いますか

問８　市議会ホームページを見ていますか

問９　市議会の議会中継を見ていますか
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別紙

問２　議会報告の内容について　○今後に希望する内容があれば記入ください

性別 年齢 意見・要望

1 古川 女 60代

報告していただいている内容がどこの部分かわからないので用
紙にページを入れて今どこの部分を説明しているのかわかるよ
うにしてい頂ければ、初めて来た人にもわかるのではないで
しょうか。

2 鳴子温泉 男 70代 もう少し時間をかけて説明してほしかった。
3 古川 男 70代 これからの事業予定について。
4 古川 男 80代以上 出来るだけ市議会の状況を知らせていただきたい。
5 鹿島台 男 60代 配布資料の読み方が一方的だったように思う。
6 古川 男 70代 長期展望（政策）
7 岩出山 男 50代 進行役の方が不慣れなのか。残念。
8 岩出山 男 70代 進行役の進め方が悪い。

9 古川 女 40代
なまり、早口で聞き取りにくい、分かりにくい部分がありまし
た。若年層や転入してきた市民にも分かり易い報告を希望しま
す。

10 古川 男 70代
問題提起の説明文書を示して、発言を促すために論点や例等を
明快に述べるなどの工夫が必要である。

11 古川 男 60代 専門用語が多すぎて理解しにくい。
12 古川 男 70代 現在の議会の流れをもっと詳しく話してほしい。

13 古川 男 60代
従来までの問題点と対策、結果、今後の課題と順に分かり易く
説明がほしかった。

14 古川 男 80代以上 広報以外の内容を知ることができた。

性別 年齢 意見・要望
1 古川 女 40代 議会改革について
2 古川 男 60代 大崎市の将来像について
3 古川 男 60代 小学校の統廃合について
4 田尻 男 70代 テーマは決めず自由討論でよいのではないか
5 田尻 男 70代 施設関係について
6 古川 男 80代以上 市民からの意見や要請が、市の繁栄につながるよう期待する。
7 古川 男 70代 自由な話し合いをメインにしてはどうか

8 古川 男 60代
①地区の活性化について（将来消滅可能性部落に極めて近づく
対策について）
②一人暮らし老人対策について

9 古川 女 70代 病院関係について。
10 鹿島台 未回答 70代 人口減をどうするか。住みやすい大崎市を作るには。
11 古川 男 50代 地域づくり、まちづくり。
12 古川 男 60代 空き家問題
13 古川 男 70代 清滝地区の今後の福祉施策。
14 松山 男 60代 総合計画について

15 松山 男 70代
市民が重要視しているテーマについて時間をかけてもらいた
い。

16 松山 男 60代 テーマを絞ってやるべきである。
17 松山 男 60代 具体的なテーマにすべきである。

18 松山 男 50代
①少子高齢化問題への対応（学校の統廃合、介護など）
②魅力ある大崎市を目指して

19 松山 男 30代 税金の使い道について

20 松山 男 70代
①農業問題全般（ＴＰＰ、価格問題など）
②林業問題

21 松山 男 50代 自由（フリー）にする。
22 岩出山 未回答 70代 本庁舎建設に伴う意見交換
23 岩出山 女 50代 市民生活に直結した身近なテーマ

居住地域

問３　意見交換会のテーマとすべき内容

居住地域
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性別 年齢 意見・要望
24 田尻 男 80代以上 人口減、空き家対策について

25 田尻 男 60代
テーマを先に決めておき、議事の進行がスムーズに進んで良い
のではないのか。

26 田尻 男 50代 産業振興について
27 田尻 男 70代 地域の問題について（要望等）
28 鹿島台 男 70代 市道の問題。町づくりについて。
29 古川 男 80代以上 防災・減災関係。
30 古川 男 70代 地域の重要なテーマで話し合うような内容

31 古川 男 50代
あらかじめ地区住民から吸い上げておいて検討してはいかがで
しょうか。

32 古川 男 60代
小学校の合併問題について（小・中学校一貫校は考えているの
か）

33 古川 女 60代
テーマを決めると他のことについては述べられないのではとい
う思いが出るため、テーマがなくても進められるようにしてい
ただいたほうがいいのではと思います。

34 古川 男 60代 高齢者の事故防止について
35 古川 男 60代 テーマをもっと絞っても可と思う。

36 古川 男 60代
会場地区の集約された意見の事前収集を行い、意見交換をした
いです。

37 古川 男 70代
①これからの高齢化社会に向けての取り組み方について
②空き家問題について
③老々看護問題について

38 古川 男 60代 少子高齢化への対応
39 岩出山 男 60代 防災について

40 古川 女 40代
例えば、子育て世代や介護など、テーマを絞って、そのテーマ
に多く関わる人たちに周知してはどうか

41 古川 男 60代 どんな市にしたいか
42 古川 男 70代 放射性汚染等、産業廃棄物の処分のあり方

43 古川 女 30代
子育てに優しいまちづくり（子育てに必要な公園、遊具、トイ
レなどの整備強化）

44 古川 男 70代 豪雨・水害対策

45 古川 男 60代
①人口減少問題等について、②企業誘致についてなど、市とし
て最重点の課題について市民の情報、意見が得られるような内
容にすべきである。

46 古川 男 70代 事前に集約するとより効果があると思う。
47 古川 男 60代 テーマは一つに絞ったほうが良い。
48 古川 男 60代 今回のようにテーマは決めたほうが良いと思います。

49 古川 男 70代
魅力ある大崎市づくり（外にＰＲできる特色あるまちづく
り）、化女沼一帯の開発、整備など。

50 古川 男 40代 地域づくり、地域コミュニティのあり方について
51 古川 女 未回答 住み良いまちづくり
52 古川 男 50代 生涯学習について、学校教育について、合併問題について

53 古川 男 50代
少子高齢化対策。（その根本的問題について深堀出来るような
進め方）

54 鳴子温泉 男 60代 雇用対策、定住化対策
55 鳴子温泉 男 60代 産業について

56 鳴子温泉 男 60代
観光について（地区民以外（外国人含）の人々が集まるには、
新たな活動「観光＋イベント」楽しいことが必要と思う。）

57 鳴子温泉 男 60代
今回のようにある程度テーマを設けて、一般的な意見も話せて
良いのではないかと思います。

58 鳴子温泉 男 60代
事前に地域課題についてある程度まとめてからテーマとしてい
るのでしょうか。

59 鳴子温泉 男 80代以上
今回の議題として公共交通、防災と２題だったが、今の地域と
して何が必要であるか、若い人も入れて地域でテーマを選んで
話し合うものを提出してはどうか。

居住地域
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問１０　市議会への意見・要望等

性別 年齢 意見・要望
1 古川 女 60代 必ず各家庭にパソコンがあるとは限らない。

2 古川 男 70代
コミュニティセンターは４～５カ所あるが、志田東部コミュニ
ティセンターだけエアコンが設置されていない。

3 古川 女 60代 今問題になっている質問に的確に返答していただいた。

4 古川 女 60代
初めて参加しました。機会があればまた参加したいと思いまし
た。

5 古川 男 60代
市内中心型の政策より、農業中心の地域に注力した政策を願い
たい。

6 古川 男川の上にかぶせたアスファルトくずれ穴があいた。
高倉小学校の存続について地区振、区長会の意見をまとめ提案
したい。

7 田尻 男バックミラーの不鮮明なものの交換してもらいたい。田尻の会場は３会場でお願いしたい。

8 田尻 男 70代
財政が厳しい折ですが、大崎東部地域に何をすべきかを、各地
元の議員さん方の考えをお願いしたい。

9 古川 男 70代 もっと分かり易く手短に話してほしい。
10 古川 女 70代 横道にそれた質問ばかりでした。
11 古川 男 60代 開始時間を30分早めていただきたい。

12 古川 女 50代
質問に対してきちっとした答えがなく物足りなかった。我々の
意見を聞くだけでは実行されにくいと思う。

13 古川 男 70代
公的な議会報告・意見交換だけでなく、私的にも機会を作って
いただきたい。

14 古川 男 60代
区長の地域要望は別に機会があると思うので、そちらでお願い
したい。

15 古川 男 60代
報告書の取りまとめご苦労様です。できるだけ読んで参考にし
ます。

16 古川 男 70代
特定の地域の代表ではなく、全市域について責任を果たす議員
の集まりとなってほしい。

17 古川 男 60代
市民、行政、市議等との討論会を開催していただければ、面白
いまちづくりになると思う。

18 古川 男 60代 大変率直な話し合いができた。
19 松山 男 40代 参加者が少なくてすみません。地域として残念です。

20 鹿島台 未回答 70代
大崎市に住んで良かった、住みたい大崎市を作ってほしい。雇
用も大切なので大企業を大崎市へ。

21 鹿島台 男 60代
個々の質問に対して誠実に回答する姿はとても良かったと思
う。

22 鹿島台 男 60代
今回は女性の参加が見られないので、女性参加が多くなる取り
組みを一考しては。

23 古川 男 50代 調査等をして早く実現できるよう頑張ってください。

24 古川 男 50代
要望会にならないような工夫がもう少し必要ではないでしょう
か。

25 松山 男 70代

生活環境の中で松山近辺の道路状況が非常に悪い。定期的に補
修工事をやってほしい。
コスモス道路の雑草により景観が非常に悪いので早く改善して
ほしい。

26 松山 男 60代
志田地区の議員様方、体に気を付けて日々頑張ってください。
お疲れ様でした。

27 岩出山 男 70代
少子化による人口減少は多面的に大変なことになっています。
いろいろな面での対策を。

28 田尻 男 80代以上 ラジオ体操の朝の放送をもう一度考えてほしい。
29 鹿島台 男 50代 議会中継が見にくいときがある。

30 鹿島台 女 30代

今回の議会報告会は、提言用紙やアンケートもあり良いなあと
思いました。議会のライブ中継もたまに見ておりますが、見れ
るということを知らない方が多いです。議会報告会の存在も幅
広く知ってもらいたいたくさんの世代が集まるような会となる
よう、呼びかけが必要かと思います。

居住地域
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性別 年齢 意見・要望
31 古川 男 60代 切実な問題を聞くことができて勉強になりました。

32 古川 男 40代
まずは市民を含めて安心・安全に暮らすことのできる市にする
ため、できることは一つ一つ確実にしていただきたいと思いま
す。何か起きてからでは遅いと考えております。

33 古川 男 80代以上 非常に活発に活動していると思います。

34 古川 女 40代
防災について、もっと深く話せる機会を作ってほしい。できれ
ば少人数で座談会形式でやってほしい。

35 古川 女 40代

参加者の質問に対しての意見ですが、よく調べているように七
門しているが、あれ？と思うことがたくさんありました。自分
のいいたいことだけ都合のいいことばかり質問する参加者に嫌
気とレベルの低さにがっかりしました。

36 古川 女 40代
防災士認定講座資格補助を含めて、市内での取得講習会等の検
討をしてほしい。民間資格に受講料が高すぎる。

37 古川 男 50代
あらかじめ質疑の案件を市のサイト等で募っておけばいいので
はないでしょうか。そのほうが議員さんが準備できるし、会が
スムーズに進行するのではないかと思います。

38 古川 男 80代以上

市民バス運行開始から今月末で10か月が経過しますが、この度
の議会報告・意見交換会では、この間の運行状況については資
料を基にした説明があり、大変分かり易い内容となっており、
参考になりました。
しかし、資料の中で不足ではなかったのかと思うのは、運行計
画を立てる際の予想計画があったと思いますが、まだ10か月で
すのでその数値はまだだったのか、1年後の時期に出されるの
かを知りたいと思いました。

39 古川 男 70代
集落内の交流の一助に、集落活性化のため、あるいは世代間交
流のためにも、議員2人班位で集会所を回っていただければ幸
いです。

40 古川 女 60代
前年度に出た要望等が1年間でどうなったのか、結果報告も必
要と考えます。

41 古川 女 60代

今回は意見交換中に寝ている議員さんはいませんでしたので安
心しました。回答として即答できないのは分かりますが、で
は、いつ回答されているのか、個人的に回答しているのでしょ
うか。

42 古川 女 70代 開催開始時間は６時３０分がいいと思います。
43 古川 男 60代 議会の夜間開催を提案します。

44 古川 男 60代
議会中継の放送をうまく受信できる時とできない時がある。ま
た、防災メールの話が出たが登録の仕方が分からない。登録で
きない人はたくさんいると思う。

45 古川 男 60代
議会報告会の開催日について参加環境を考慮するなら、平日夜
間開催が好ましい。

46 岩出山 女 50代
議会だよりだけでは分からない細かいところを聞くことがで
き、参加して良かったと思います。次回も参加し、生の声を聞
きたいと思います。

47 古川 女 40代
託児サービスがあると若い人たちももっと参加しやすいと思い
ます。

48 古川 男 60代

図書館が開館し、いままでの努力に敬意を表します。ますます
発展させてください。ただ、複合施設としてのことについて
は、まだ不備が多いようです。
研修室４ではなく創作室にしてください。

49 古川 男 60代 水道民営化の件について勉強したい。
50 古川 男 60代 今後とも市政発展のため尽力いただきたい。
51 古川 男 70代 子供の独語が気がかりなので注意喚起が必要ではないか。

52 古川 男 60代
若年層、子育て世代の市政に関しての議員との意見交換の場が
必要。サイレントマジョリティの声をどう拾うか。
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性別 年齢 意見・要望

53 古川 女 30代

・古川の公園の遊具、トイレなどの整備と、新しい公園を作っ
てほしい（トイレットホルダーが壊れてきていたり、おむつ替
えシートがないトイレはつけてほしい）。
・幼児から小学生向けの遊具を増やしてほしい。例えば、荒雄
公園のうんていが大人でも大変な高さ、角度だったりするの
で、遊具の見直しをしてほしい。また、保護者が座ってお茶を
飲めるようなベンチの設置など、子育てに優しいまちづくりを
希望します。

54 古川 女 30代
子育てに優しいまちづくりをお願いします。大幡地区に公園を
作ってほしいです。その他の地区の公園も少しずつきれいに整
備していただければ嬉しいです。

55 古川 男 60代
表面の話し合いで、深まった（地域での活動内容）内容まで発
停していないのが残念。

56 古川 男 60代

議員のお話が長すぎるので、まとめて理解できる言葉でお願い
したい。直接市民との対話を重視していただきたいのと同時
に、市民の質問時間が少ないので、質問時間をある程度設けて
いただきたい。

57 古川 男 60代
市内を活性化させるために、文化交流、イベント等を行ってほ
しい。

58 古川 男 60代
意見を発言する人と、それに対しての議員さんの答えをもっと
分かり易く簡潔に答弁するように工夫してほしい。

59 古川 男 60代
文化面で加美町の中新田と対応しては。バッハホール、虎舞、
祭りなど、古川より相当活性化している。

60 古川 女 60代

ゴミ置き場は地区で場所を確保しなければならないそうです
が、それが不可能な場合、遠くても我慢しなければならないの
でしょうか。仙台などでは、道路の所々に置き物を設置してい
るようです。特に冬は老齢化が進み大変です。歩いて持って行
ける距離ではありません。

61 古川 女 60代
初めて参加させていただきましたが、皆さんは市民のことをよ
く考えています。これからも勉強させていただきます。

62 古川 男 60代 大崎市の発展のためにご尽力ください。
63 古川 男 70代 何かと話しやすいので、できれば地元の議員の参加を。
64 古川 男 70代 できれば回数を増やしてほしい。

65 古川 男 60代
大崎管内での子供のいじめはないのか。
防災教育について小学校、中学校に積極的に取り組んでいくこ
とが必要である。

66 古川 男 60代
古川第四小学校の古川バイパス側の入口交差点の信号は時差式
にしてほしい。

67 古川 男 50代 毎年2回くらいあったほうが良い。

68 古川 女 50代
若者も政治に関心が持てるようなコーナーがあると、投票率も
上がり、若者がまちづくりに参加するきっかけになれば。

69 古川 男 60代 生活道の見直し検討

70 古川 男 60代
時間は2時間位必要ではないか。
西古川地区は良い雰囲気の意見交換会と思いました。

71 古川 男 80代以上
毎年一回くらいは必要と思う。
行政区での開催をお願いします。

72 鳴子温泉 男 60代 今後も市の発展のため努力してください。

73 鳴子温泉 男 60代
年一回くらいはこういう場を持っていただきたい。議員と話が
できる良い機会です。

74 鳴子温泉 男 60代 開催回数を多くしてください。
75 鳴子温泉 男 60代 会場にマイクを用意すること。

76 鳴子温泉 男 80代以上

地域では働くところがなく、遠くに出て働くしかなく、また、
地域の商店大変な戦いをしている。
地域に働くところをと呼びかけても企業は遠くて望まず、どう
すれば良くなるのか、皆で話し合い考えようと思う。この頃は
隣とも話し合いの場が遠くなった気がする。

居住地域
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